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経済企業委員会会議録 

 

令和６年１０月２４日 木曜日 

  午前１０時００分開議 

  午後 １時５０分閉議（実時間１６６分） 

                              

○本日の会議に付した案件 

１．議案第１２１号・令和５年度八代市一般会

計歳入歳出決算（関係分） 

１．議案第１２９号・令和５年度八代市久連子

財産区特別会計歳入歳出決算 

１．議案第１３０号・令和５年度八代市椎原財

産区特別会計歳入歳出決算 

                              

○本日の会議に出席した者 

委 員 長  古 嶋 津 義 君 

副委員長  木 村 博 幸 君 

委  員  金 子 昌 平 君 

委  員  谷 口   徹 君 

委  員  中 山 諭扶哉 君 

委  員  村 川 清 則 君 

 

※欠席委員  上 村 哲 三 君 

                              

○委員外議員出席者中発言の許可を得た者 

               君 

                              

○説明員等委員（議）員外出席者 

 監査委員       江 﨑 眞 通 君 

 会計管理者兼会計課長 丸 山 尊 司 君 

 農林水産部長     豊 田 浩 史 君 

  農林水産部次長   續   良 彦 君 

  農業振興課長    稲 田 忠 征 君 

  フードバレー推進課長 松 永 貴 志 君 

  水産林務課長    前 田 浩 信 君 

  農林水産政策課長  田 中 和 彦 君 

 経済文化交流部長   野々口 正 治 君 

  経済文化交流部次長 緒 方   浩 君 

  観光振興課長    甲 斐 春 一 君 

  商工政策課長    西 村 新 吾 君 

  理事兼スポーツ振興課長 本 村 秀 記 君 

  港湾・クルーズ振興課長 髙 田 剛 志 君 

 総務企画部 

  泉支所産業建設課長 村 上 誠 基 君 

                              

○記録担当書記     松 﨑 広 平 君 

 

（午前１０時００分 開会） 

○委員長（古嶋津義君） それでは、定刻とな

り、定足数に達しましたので、ただいまから経

済企業委員会を開会いたします。 

 本日は、本委員会に付託されました決算議案

につきまして、閉会中審査を行うことといたし

ております。 

 それでは、審査に入ります前に、決算審査の

進め方について御説明をいたします。 

 まず、審査方法についてですが、１０月１１

日の本委員会でも報告いたしましたが、まず一

般会計決算の歳出及び各特別会計決算の歳出の

審査については、令和５年度における主要な施

策の成果に関する調書に基づいて、また、各特

別会計の歳入の審査については、令和５年度八

代市特別会計歳入歳出決算書に基づいて説明を

聴取し、監査委員からの審査意見書も含めたと

ころで質疑を行うことといたしております。ま

た、審査の流れといたしましては、それぞれの

決算ごとに質疑、討論、採決を行う予定として

おります。そのほかの審査方法については、タ

ブレット端末に格納しております資料に基づい

て進めさせていただきますので、よろしくお願

いをいたします。 

 次に、審査日程についてですが、事前に配付

いたしております日程表のとおり、審査の進行

によっては予定している審査項目を１０月２９

日火曜日の予備日に繰り越すことも考えられま

す。 
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 以上、本委員会の審査がスムーズに進みます

よう、委員の皆様方の御協力をお願いいたしま

す。 

 それでは、本委員会に付託されております決

算議案３件の審査に入ります。 

                              

◎議案第１２１号・令和５年度八代市一般会計

歳入歳出決算（関係分） 

○委員長（古嶋津義君） まず、議案第１２１

号・令和５年度八代市一般会計歳入歳出決算中、

当委員会関係分を議題とし、執行部より説明を

求めます。 

 それでは、歳出の第５款・農林水産業費及び

第１０款・災害復旧費中、農林水産部関係分に

ついての説明を願います。 

○農林水産部長（豊田浩史君） 皆様、おはよ

うございます。（｢おはようございます」と呼

ぶ者あり）農林水産部長でございます。 

 それでは、議案第１２１号・令和５年度八代

市一般会計歳入歳出決算のうち、令和２年７月

豪雨災害関係分を除きます第５款・農林水産業

費及び第１０款・災害復旧費につきまして、全

体的な総括をさせていただきます。 

 着座にて失礼いたします。 

○委員長（古嶋津義君） どうぞ。 

○農林水産部長（豊田浩史君） まず、第５

款・農林水産業費につきましてですが、令和５

年度の事業執行に当たりましては、第２次八代

市総合計画第２期基本計画における重点戦略に

掲げます稼げる農林水産業の実現のため、国や

県の補助事業等を活用しながら農林水産業のデ

ジタル化へチャレンジする人や企業の支援及び

フードバレーやつしろの推進など５つの重点施

策を組織目標に掲げ、各種事業に取り組んだと

ころでございます。 

 まず、重点施策の１つ目、農林水産業のデジ

タル化へチャレンジする人や企業の支援では、

生産性の向上や作業の省力化を図るため、デジ

タル技術の活用に取り組む農林漁業者を支援す

ることで、スマート農林水産業の推進と稼げる

農林水産業の実現を目指しました。 

 農業におきましては、令和４年度から取り組

んでおりますスマート農業やつしろ未来創生会

議に参画する意欲ある若手農業者１７名による

リビングラボを開催し、繁忙期の労務管理アプ

リの試作や担い手確保に向けた取組を試行いた

しました。 

 林業におきましては、苗木や資材の運搬作業

の省力化と効率化を目指した大型ドローン活用

の効果検証や携帯電話通信圏外においてもＩＣ

Ｔ機器が利用できるよう遠距離通信システムを

導入し、泉・東陽地区での林業従事者の通信手

段を確保し、作業の安全・安心を図ったところ

でございます。 

 水産業におきましては、漁獲量が激減してい

るアサリを対象にデジタル技術を活用し、漁獲

量の拡大と漁業収益の向上を図るため、今後３

年間で取り組むアサリ漁業Ｖ字回復事業に着手

し、１年目は消費者ニーズ調査や先進事例調査、

地元漁業者の意向調査を行い、次年度以降の計

画策定を行ったところでございます。 

 重点施策２つ目の女性農業者を含む新たな担

い手の確保・育成を推進では、新規就農５年以

内の若年就農者３８名を対象に営農支援員によ

る巡回訪問を行い、経営改善に向けた助言等を

行っております。また、女性の経営参画に向け

た各種研修への参加を推進しました。 

 林業におきましては、やつしろ山づくり推進

協議会を実施主体として、新規就業者への防護

服等の支援や高校生によるＳＤＧｓの取組支援

などを実施したところでございます。 

 重点施策３つ目のフードバレーやつしろの推

進では、国内、海外のマーケティングアドバイ

ザーや新商品開発アドバイザーと連携しながら、

事業者訪問や商談会での八代市の農林水産物や

加工品の販路開拓・拡大に取り組んだところで
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す。また、輸出促進としまして、台湾基隆フェ

アや香港晩白柚プロモーションの開催と併せて、

現地のバイヤーとの商談会を開催し、八代産品

の販促活動を実施しました。 

 重点施策４つ目の八代産畳表の需要拡大では、

八代産畳表の認知度の向上と需要の拡大を図る

ため、鼓動する畳──ＴＴＭ－Ｖ２０の展示用

試作と商品化に取り組み、音響メーカーや住宅

メーカーでの展示を通じて畳の認知度と新たな

活用についてのＰＲを行ったところです。 

 また、首相官邸への畳ベンチの寄贈やＧ７宮

崎農業大臣会合での和室やい製品の展示をはじ

め、熊本秋酒まつりやくまもとモン×博多大丸

ジャック、東京足立区浴場組合２４店での八代

いぐさ湯などにおいて八代産イグサ、畳表のＰ

Ｒ活動を実施しております。 

 重点施策５つ目の観光農園など地域資源をい

かした地域づくりの支援では、収穫体験コーデ

ィネーターと連携し、八代産農産物の収穫を旅

行商品化するための実施希望者向けのセミナー

の開催や現地調査、商品化への整備の在り方な

どの助言とモニターツアーの実施に取り組み、

実施希望者７者のうち４者のプランニングを行

ったところでございます。 

 重点施策以外の取組としまして、皇室行事新

嘗祭に米と粟を献上する八代市献穀事業。中山

間地域等直接支払や山村活性化支援対策、多面

的機能支払交付金事業など、農村地域や集落活

動への支援。市内一円土地改良事業や農業水路

長寿命化・防災減災事業など農業基盤の整備と

適正な維持管理。さらにはコロナ禍以降の物価

高騰による生産資材や燃油高騰などへの対策と

して、国の重点交付金を活用し、肥料や配合飼

料、施設園芸等の燃油、畳表経糸などの価格高

騰対策を実施するなど、農業生産と経営の安定

に取り組みました。 

 次に、第１０款・災害復旧費につきましては、

令和２年７月豪雨災害を除く通常分の災害復旧

費は、林道施設災害復旧事業８５１２万円で、

令和４年９月の台風１４号及び令和５年７月の

大雨による林道施設災害復旧工事やもろもろの

林道施設の修繕を実施しております。 

 農林水産部におきましては、重点施策への集

中的取組と掲げた目標を達成するため、まずも

って農林水産業の生産と経営の安定を第一に考

え、継続した事業の着実な推進に取り組むとと

もに、将来を見据えた新たな政策課題にも柔軟

に対応しながら、事業の進捗と予算の着実な執

行に努めたところでございます。 

 以上で、第５款・農林水産業費、第１０款・

災害復旧費に係る総括とさせていただきます。 

 なお、各事業の詳細につきましては、續農林

水産部次長より説明いたしますので、御審議の

ほどよろしくお願いいたします。 

○農林水産部次長（續 良彦君） おはようご

ざいます。（｢おはようございます」と呼ぶ者

あり）農林水産部、續でございます。よろしく

お願いいたします。 

 それでは、議案第１２１号・令和５年度八代

市一般会計歳入歳出決算のうち令和２年７月豪

雨災害関連を除きます農林水産部所管分につき

まして、説明のほうをさせていただきます。 

 失礼にて、着座にて説明をさせていただきま

す。 

○委員長（古嶋津義君） どうぞ。 

○農林水産部次長（續 良彦君） 説明につき

ましては、まず、令和５年度における主要な施

策の成果に関する調書（その１）を用いまして、

事業の内容、決算額、特定財源、主な不用額及

び今後の方向性の順に説明し、その後、八代市

一般会計歳入歳出決算書を用いて主な流用額の

説明をさせていただきます。 

 それでは、第５款・農林水産業費の主な事業

について説明をいたします。 

 主要な施策の成果に関する調書７７ページを

お願いいたします。 
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 下段の令和６年能登半島地震支援事業（置き

畳）は、本年１月に発生いたしました令和６年

能登半島地震で被害に遭われた方が避難所や仮

設住宅で少しでも安心して過ごしていただける

よう、氷川町と連携して、また、ＪＡやつしろ

の協力を得て、八代産畳表を使った半畳の置き

畳５４００枚を支援物資として提供したもので

ございます。 

 決算額は３８１０万１０００円で、本市が提

供した３６００枚の置き畳購入費など３５２１

万９０００円のほか、現地までの運搬料１７１

万１０００円などが主なものでございます。現

地での配送に必要なレンタカー代や倉庫借上料

などの一部１６９万１０００円を令和６年度へ

繰越しをしております。 

 ７８ページをお願いいたします。 

 上段のい業振興対策事業では、決算額２４５

９万３０００円となっております。 

 主なものを申しますと、熊本県いぐさ・畳表

活性化連絡協議会への負担金１４０万１０００

円のほか、畳表張替え促進事業補助金として、

市内在住者が八代産畳表の張り替えを行う際、

１畳当たり１０００円、１万６０００円を上限

に助成をいたしており、令和５年度は３４６件、

３７６２枚分の３７６万２０００円を助成して

おります。 

 次に、市有施設畳表張替え促進事業として、

五家荘平家の里や千丁みどり保育園など８施設

１３９畳分の張り替えを行い、１２７万９００

０円を支出しております。 

 また、い業機械再生支援事業補助金として、

市内在住のイグサ・畳表生産者などが使用する

ハーベスタや織機、苗掘取機などの専用機械の

修理、再生に要する費用に対しまして、修繕費

用の２分の１以内、１０万円を上限に助成を行

っており、令和５年度は１６１件、１５６７万

８０００円の助成を行っております。 

 特定財源は、市有施設畳表張替え促進事業と

い業機械再生支援事業補助金で、全額ふるさと

八代元気づくり応援基金繰入金を財源といたし

ております。 

 今後の方向性としましては、市による実施、

規模拡充としております。 

 畳表張替え促進事業補助金では、令和６年度

から観光関連施設についても対象施設としてお

り、また、い業機械再生支援事業補助金では、

ハーベスタ、乾燥機、移植機、織機の４機種に

つきましては、補助上限額を１０万円から２０

万円に引き上げるなど拡充を図っており、今後

もい業振興と産地の維持存続に取り組んでまい

ります。 

 下段の八代市農地集積対策事業は、農地を購

入するか、あるいは新規に５年以上の賃借権を

設定して、申請年度の３年前と比較して１ヘク

タール以上の規模拡大を行い、かつ経営耕地面

積が３ヘクタール以上となった農業者に対しま

して、機械などの導入経費の２分の１以内、上

限１００万円を補助するものでございます。 

 決算額は１２０１万３０００円で、１４戸の

農業者が１９.３ヘクタールの農地集積に取り

組まれました。 

 不用額３９８万７０００円は、資材価格など

の高騰により生産経費が増加したことで、規模

拡大を抑える傾向にあったことによるものと考

えているところでございます。 

 今後の方向性としましては、市による実施、

現行どおりといたしております。 

 本市の担い手の農地集積率は令和５年度末で

７３.６％と国の目標値である８０％に若干届

いていないことから、令和６年度より中山間地

域の面積要件などを緩和しており、今後とも担

い手への農地集積を促進し、農業の効率化や規

模拡大につなげてまいります。 

 次に、７９ページをお願いいたします。 

 上段の中山間地域等直接支払制度事業は、農

業生産条件が不利な中山間地域などにおいて、
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集落などを単位に農用地を維持管理していくた

めの協定を締結して、それに従い農業生産活動

などに取り組む集落に対しまして支援を行うも

のでございます。 

 決算額は２６８１万６０００円で、２８地区

１８４.４ヘクタールで活動が行われておりま

す。 

 特定財源は、県支出金１９３７万５０００円

でございます。 

 今後の方向性としましては、市による実施、

現行どおりとしており、引き続き、本事業を推

進して中山間地域の農地の維持保全、持続可能

な農業生産体制の実現に向けて支援を行ってま

いります。 

 下段の営農支援事業は、営農支援員２名を配

置し、新規就農者をはじめ、経営課題を抱える

農業者への指導、支援を行うものでございます。 

 決算額は５６５万円で、営農支援員２名分の

賃金、社会保険料などとなっております。 

 主に、就農希望者や新規就農者の就農計画の

策定や栽培技術の指導、認定農業者などの経営

改善相談、各種補助事業の計画策定などの支援

業務に当たっており、主な実績は、訪問指導１

３６８回、新規就農の相談対応６６回などとな

っております。 

 特定財源は、県支出金１５０万円でございま

す。 

 今後の方向性としましては、市による実施、

現行どおりとしております。 

 令和６年度は、営農支援員の退職により現在

１名体制で行っておりますが、特に新規就農者

へのフォローを充実させる必要があることから、

従来の２名体制の確保に向けて努めてまいりま

す。 

 少し飛びまして、８１ページをお願いいたし

ます。 

 上段のフードバレー輸出促進事業（地方創生）

は、台湾や香港での販売促進活動をはじめ、市

内事業者の海外展開、販路開拓、販路拡大の取

組を支援し、農林水産物をはじめとした八代産

品の輸出拡大を図るものでございます。 

 令和５年度は、台湾・基隆市で開催されたく

まもと県南フードバレーフェアや香港における

晩白柚フェアでのセールスプロモーションをは

じめ、商流拠点の構築サポート、海外オンライ

ン商談会など海外販路の開拓に取り組んでおり

ます。 

 決算額は１６０３万３０００円で、台湾、香

港などへの職員派遣旅費２０９万４０００円や

海外マーケティングアドバイザー委託費１５９

万９０００円、海外商談会出展などの商流構築

サポート業務委託費２００万円、海外オンライ

ン商談会などを行う海外販路拡大業務委託６６

０万７０００円、熊本県やつしろ晩白柚ブラン

ド推進協議会負担金１２３万２０００円などが

主なものでございます。 

 特定財源は、国のデジタル田園都市国家構想

交付金７１８万４０００円でございます。 

 今後の方向性としましては、市による実施、

現行どおりとしておりますが、令和６年度から

海外市場でのニーズ把握やニーズに応じた商品

の開発改良を図るためのテストマーケティング

などを行うこととしております。 

 次に、８２ページをお願いいたします。 

 上段の収穫体験事業は、八代の豊かな農林水

産物を観光資源と捉え、収穫体験などを提供す

る仕組みを構築し、地域のにぎわいと農林水産

業者の活発な事業展開を図るものでございます。 

 決算額は、収穫体験コーディネーターの委託

経費１８９万２０００円で、実施事業者向けセ

ミナーの開催やモニターツアーの実施、収穫体

験素材の商品化、旅行会社への営業活動などを

行っております。 

 特定財源は、ふるさと八代元気づくり応援基

金繰入金９４万６０００円で、あと平成２８年

熊本地震復興基金繰入金９４万６０００円を財
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源といたしております。 

 今後の方向性は、市による実施、現行どおり

としております。 

 収穫体験利用数は順調に推移をしているとこ

ろであり、令和５年度は延べ２０１人の参加が

ございました。今後も引き続き既存商品のブラ

ッシュアップや新規収穫体験の掘り起こしなど

を行ってまいります。 

 下段の八代畳表認知向上・需要拡推進大事業

では、本市のい産業の活性化及び畳文化の保護

と継承を図るため、官民が一体となって設立し

た八代産畳表認知向上・需要拡大推進協議会が

実施する八代産畳表の全国的なＰＲ活動を円滑

に展開するよう支援を行っているところでござ

います。 

 令和５年度では、畳や畳空間そのものの魅力

を高め、畳の可能性を開くというコンセプトの

基で開発されました畳から音と振動が発生する

畳スピーカーの商品化に向けて準備を行い、ま

た、県内外での展示会への出展や東京の銭湯の

休憩施設への同商品の常設設置などのＰＲ事業

を行っているところでございます。 

 決算額は、同協議会への負担金１３８４万５

０００円で、特定財源として、ふるさと八代元

気づくり応援基金繰入金７２３万円、企業版ふ

るさと納税寄附金３００万円を財源といたして

おります。 

 今後の方向性としましては、市による実施、

現行どおりとしております。 

 畳スピーカーは、本年７月から一般販売を開

始しており、メディアなどからの反響もあって

おります。今後も積極的に事業者訪問やホーム

ページ、メディアを活用した情報発信を行うな

ど、八代産畳表の認知向上と需要拡大のための

効果的な取組を行ってまいります。 

 次に、８３ページをお願いいたします。 

 下段の新規就農者育成総合対策事業では、次

世代を担う農業者となることを志す認定新規農

業者を対象とした支援を行っているところでご

ざいます。 

 決算額は３８３３万６０００円で、経営開始

資金では、経営が不安定な就農初期段階の認定

新規就農者に対しまして、年間１５０万円を３

年間、夫婦での就農の場合はその１.５倍の経

営資金を助成しており、交付対象者４経営体７

人に対しまして８２５万円を助成しております。 

 経営発展支援事業では、経営発展のための機

械、施設などの購入を親元就農を含めて最大７

５０万円を支援しており、現年度分では、パイ

プハウスの整備やトラクターを購入した３件に

つきまして２４４６万１０００円を、また令和

４年度からの繰越分では、トラクターなどを購

入した１件につきまして５６２万５０００円を

助成しているところでございます。 

 なお、特定財源は、いずれも全額県支出金と

しております。 

 今後の方向性としては、市による実施、現行

どおりとしております。 

 農業従事者が減少する中、次世代を担う農業

者の確保が重要であることから、本事業を活用

しながら、担い手の確保を図ってまいります。 

 次に、８４ページをお願いいたします。 

 下段のスマート農業推進事業（地方創生）は、

デジタル田園都市国家構想交付金を活用して、

農作業の負担軽減や効率化につながるスマート

農業技術の確立や特に若手や女性も農業を職業

として積極的に選択するような、稼げる生産・

販売体制の構築をデジタル技術などを実現する

ことを目的に令和４年度から令和６年度までの

３年間で実施するものでございます。 

 決算額は１６１０万３０００円で、内訳は、

事業の推進母体であるスマート農業やつしろ☆

未来創生会議、また、その作業部会である女性

や若手農業者で構成するリビングラボにより、

本市農業の課題の整理、解決に向けた手法の検

討や実証を行うスマート農業技術等実証事業委
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託業務に１５００万３０００円、スマート農業

技術先進事例調査研究費補助金として、若手農

業者のグループが先進事例を視察する際の旅費

に対する補助１０万円、また、八代市担い手育

成研修事業費補助金として、八代市担い手育成

総合支援協議会が実施主体となって開催する八

代農業塾を活用して、若手、女性農業者などを

対象としたスマート農業技術への理解を深める

ために開催したスマート農業特別講座への補助

金１００万円でございます。 

 なお、特定財源として、国のデジタル田園都

市国家構想交付金８０５万２０００円、企業版

ふるさと納税寄附金２００万円を財源といたし

ております。 

 今後の方向性といたしましては、市による実

施、現行どおりとしており、最終年度となる令

和６年度におきましては、これまでの取組の振

り返りや内容のブラッシュアップを進めながら、

農業の担い手確保へとつながる人材育成を実施

し、稼げる魅力ある農業の構築を図ってまいり

ます。 

 少し飛びまして、８６ページをお願いいたし

ます。 

 下段の強い農業づくり支援事業は、生産から

出荷・販売までの総合的な強い農業づくりを推

進するため、農産物の高品質、高付加価値化、

低コスト化及び食品流通の効率化・合理化など

の取組に対しまして、事業費の２分の１以内で

支援をするものでございます。 

 決算額は９９９３万３０００円で、Ｒ５屋根

型ハウス生産管理組合が整備いたしますトマ

ト・ミニトマトの低コスト耐候性ハウス３棟及

び附帯設備に対しまして９９９３万３０００円

を補助しているところでございます。 

 また、株式会社山田ファームが整備する集出

荷貯蔵施設分８２２８万５０００円については、

令和６年度への繰越しといたしております。 

 特定財源は、全額県支出金でございます。 

 今後の方向性としましては、市による実施、

現行どおりとしております。 

 この補助金を活用することで、施設の整備な

どによる産地の収益力強化や合理化を図ること

ができることから、農業者の要望を把握しなが

ら、引き続き事業実施に向けた支援を行ってま

いります。 

 少し飛びまして、８８ページをお願いいたし

ます。 

 下段の肥料価格高騰対策事業（重点交付金）

から９０ページ上段の畳表経糸価格高騰対策支

援事業（重点交付金）までの事業は、全額新型

コロナウイルス感染症対策地方創生臨時交付金

を財源として実施した事業でございまして、い

ずれも令和５年度で完了をいたしております。 

 まず、肥料価格高騰対策事業（重点交付金）

は、コロナ禍による原油価格、物価の高騰に伴

い肥料価格が高騰していることから、農家の経

営に大きな影響を与えていることから、農家の

負担軽減と経営の維持を図ることを目的に、令

和４年度から継続して、令和４年６月１日から

令和５年５月３１日までに購入した肥料に係る

経費の上昇分を支援するものでございます。 

 決算額は６１５６万９０００円、４５０５戸

の農家に対して支給をいたしているところでご

ざいます。 

 次に、８９ページをお願いいたします。 

 上段の収入保険加入緊急支援事業（重点交付

金）は、物価高騰が続く中、農業者の経営努力

では避けられない収入減少に対応するため、熊

本県農業共済組合が実施する農業経営収入保険

の加入者に対しまして、令和５年度の加入者負

担保険料の２分の１を補助することで、保険料

負担の軽減を図るものでございます。 

 決算額は３２５５万６０００円で、３７４件

分の補助金３２４８万１０００円が主なもので

ございます。 

 不用額は１８５２万円で、これは目標を７８
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０件で設定をいたしておりましたが、単年度の

補助ということもあり、様子を見られた方がお

られると思われ、３７４件の申請にとどまった

ことで不用が生じたものでございます。 

 下段の工芸作物燃油価格高騰対策事業（重点

交付金）は、燃油価格の高騰により、イグサ、

葉たばこ、茶といった工芸作物の乾燥などに燃

油を使用する生産農家の負担軽減を図るため、

イグサ、葉たばこは価格上昇分の２分の１、茶

は４分の１を補助するものでございます。 

 決算額は２１７９万１０００円で２４４件分

の補助金２１７７万４０００円が主なものでご

ざいます。 

 次に、９０ページをお願いいたします。 

 上段の畳表経糸価格高騰対策支援事業（重点

交付金）は、畳表に使用する経糸の価格高騰に

伴い、生産コストへの影響が大きいことから、

経糸購入費の約１割を補助し、畳表生産者の負

担を軽減するものでございます。 

 決算額は２９１４万２０００円で、２８７件

分の補助金２９１２万２０００円が主なもので

ございます。 

 不用額は１２８８万５０００円で、計画では

補助率が高いダブルの経糸が多いと想定をして

いたところでございますが、実績では補助率が

低いシングルの経糸での申請が多かったことに

よるものでございます。 

 次に、９１ページをお願いいたします。 

 上段の攻めの園芸生産対策事業は、園芸作物

の生産力を強化し、国内外との競争に打ち勝ち、

気象災害に負けない産地づくりを行うため、販

売価格、生産量、出荷量の増大や生産経費の削

減に向けた取組を支援するものでございます。 

 収量向上施設、病害虫防除施設、耐風性ハウ

スなどの導入に対しまして、事業費の３分の１

を上限に助成を行っております。 

 決算額は１１３８万４０００円で、ＪＡやつ

しろ園芸部が行いました谷自動換気施設の導入

に６５０万円、自動内張開閉装置の導入に１４

７万６０００円、炭酸ガス発生装置の導入に１

６９万９０００円など、また、ＪＡやつしろ果

樹部会が行いました谷自動換気施設の導入に１

１９万３０００円を補助しているところでござ

います。 

 特定財源は、全額県支出金でございます。 

 不用額の１３１９万４０００円は、事業取下

げや入札残による補助金の減によるものでござ

います。 

 今後の方向性としましては、市による実施、

現行どおりとしております。 

 本事業は、国庫補助事業の採択基準を満たさ

ない施設、機械の導入に対しても実施可能で、

細かな対応ができることから、農業者の要望を

把握しながら、引き続き事業実施に向けて支援

を行ってまいります。 

 下段の新型コロナウイルス感染症対策事業

（施設園芸燃油価格高騰対策）と、次の９２ペ

ージ上段の配合飼料等価格高騰対策支援事業

（重点交付金）は、全額新型コロナウイルス感

染症対応地方創生臨時交付金を財源として行っ

た事業で、いずれも令和５年度で完了をいたし

ております。 

 まず、下段の新型コロナウイルス感染症対策

事業（施設園芸燃油価格高騰対策）は、令和４

年度からの繰越事業で、燃油価格の高騰による

施設園芸農家の負担を軽減するため、燃油の購

入に係る経費の一部を補助するものでございま

す。令和４年９月１日から令和５年３月３１日

までの間において、施設園芸の加温のために購

入した燃油に対しまして、１リットル当たり５

円を補助いたしております。 

 決算額は１億２０２７万９０００円で、５６

２件、約２４００万リットルの補助金、１億２

０２３万５０００円が主なものでございます。 

 不用額２９７７万８０００円は、全体的に燃

油の節減にも取り組まれたことから、申請額が
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見込みを下回ったことが主な要因と考えている

ところでございます。 

 次に、９２ページをお願いいたします。 

 上段の配合飼料等価格高騰対策支援事業（重

点交付金）は、コロナ禍からの経済回復に伴う

穀物価格の上昇などにより配合飼料の価格が高

騰していることから、畜産農家の負担軽減を図

るため、配合飼料の購入に係る価格上昇分の一

部を補助するものでございます。令和５年１月

１日から１２月３１日までの間に購入した配合

飼料に対しまして、１トン当たり５０００円を

補助しております。 

 決算額は３５１３万円で、１２件、７０２６

トンの申請に対する補助金となっております。 

 次に、下段の排水機場維持管理事業は、県営

事業などにより設置されました排水機場のうち、

市が管理する１５か所の維持管理を行うもので

ございます。 

 決算額は７９３４万９０００円で、Ａ重油な

どの燃料費１９３２万３０００円、電気などの

光熱水費３４６１万３０００円、八代南部排水

機場ほか１１機場の修繕費７４２万１０００円、

１５機場分の施設運転業務委託費８０９万６０

００円、塵芥処理業務委託費３５５万４０００

円が主なものとなっております。 

 今後の方向性といたしましては、市による実

施、現行どおりとしております。 

 排水機場は、農地や農作物ばかりではなく、

市街地も含めた浸水被害を防止し、市民の生

命・財産を守るために不可欠な施設であります

ことから、適切な維持管理による長寿命化を図

るとともに、更新につきましても、事業の進捗

と予算の確保を国・県に対して要望を行ってま

いります。 

 少し飛びまして、９４ページをお願いいたし

ます。 

 上段の県営土地改良事業負担金事業は、県営

の土地改良事業における負担金を支出するもの

でございます。老朽化した排水機場の更新や農

地海岸保全、農地、用排水路、農道などの改修

を行っており、市は国が示すガイドラインによ

る負担割合基準に基づき５％から２５％を支出

しているところでございます。 

 決算額は１億５１３万７０００円で、経営体

育成基盤整備事業３地区１８２５万円、かんが

い排水事業２地区４３８４万７０００円、農地

海岸保全事業３地区２３５４万円、湛水防除事

業１地区１９５０万円の負担金となっておりま

す。 

 特定財源は、地方債９７５０万円でございま

す。 

 今後の方向性としましては、市による実施、

現行どおりとしております。 

 この事業は、単に農業基盤の整備にとどまら

ず、市民生活にも大きく関わり、重要性も高い

ことから、引き続き県と連携を図り、優先順位

を考慮しながら計画的に事業を推進するととも

に、国に対しても予算の拡大を要望してまいり

ます。 

 次に、９５ページをお願いいたします。 

 上段の多面的機能支払交付金事業は、国土保

全や水資源の涵養、自然環境の保全など、農業、

農村が持つ多面的な機能を維持、発揮するため、

農業者ばかりでなく、地域住民なども参加して

農地や農業用水路などの地域資源の維持管理を

共同で行います活動組織に対して支援を行って

いるものでございます。 

 決算額は２億５２１５万３０００円で、水路

の草刈りや泥上げ、農道の路面維持といった基

礎的な保全活動を行う２９組織に対しまして農

地維持支払交付金を１億１６２１万円、施設の

軽微な補修や景観形成などの保全活動を行う１

１組織に対しまして資源向上支払交付金（共同

活動）を４９７９万９０００円、農道の舗装化

や土水路からコンクリート水路への更新といっ

た長寿命化の保全活動を行う８組織に対しまし
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て資源向上支払交付金（長寿命化）を８５７１

万１０００円交付しております。 

 特定財源は、県支出金１億８９２２万３００

０円でございます。 

 不用額の１８１６万７０００円は、資源向上

支払交付金のうち長寿命化事業に交付された金

額が申請額を下回ったものでございます。 

 今後の方向性としましては、市による実施、

現行どおりとしております。 

 近年、農村地域の過疎化や高齢化などにより

集落機能が低下しており、多面的機能の維持や

発揮、農地、水路、農道などの地域資源の保全

管理に支障が生じつつありますことから、各組

織での活動が円滑に行われるよう継続して支援

を行い、保全管理を推進してまいります。 

 次に、９６ページをお願いいたします。 

 下段の市内一円土地改良整備事業では、主に

各校区から上がってまいります排水路や農道の

整備などの要望に対応するため、緊急性や必要

性を踏まえ整備箇所を選定して工事などを行っ

ております。 

 決算額は１億６８０６万７０００円で、農業

施設の修繕４５件１４５８万円、測量・設計委

託１５件１６８４万３０００円、排水路改修工

事２２件６０７５万１０００円、道路・農道改

良工事４件４０２３万９０００円などが主なも

のとなっております。 

 なお、繰越分の４４５万７０００円は、団体

営土地改良事業補助金で、令和４年度から繰越

して執行したものでございます。 

 特定財源は、県支出金４５４万７０００円、

地方債が翌年度への繰越分４００万円も含め５

１１０万円、その他の特定財源として、農業振

興費寄附金３０万円を財源といたしております。 

 今後の方向性としましては、市による実施、

現行どおりとしております。 

 多くの校区からの要望が寄せられているとこ

ろであり、緊急性、必要性を精査し、限られた

予算の範囲内で効率的に事業を推進してまいり

ます。 

 少し飛びまして、９９ページをお願いいたし

ます。 

 下段の地籍調査事業は、国土調査法に基づき

実施される土地に関する基礎的な調査で、土地

の一筆ごとの土地所有者や地番、地目を調査し、

地籍簿と地籍図を作成して法務局へ送付をいた

しております。 

 決算額は１億６０２８万７０００円で、現年

度分として横手新町の全部及び横手町、日置町、

西片町、泉町柿迫の各一部の測量業務委託など

２３４２万７０００円、令和４年度分からの繰

越分として、東陽町小浦、南の各一部及び泉町

柿迫の一部の測量業務委託１億１８６３万５０

００円が主なものとなっております。 

 なお、令和５年度末での事業進捗率は、市全

体で６５.１４％と前年度比でプラスの１.０

３％となっているところでございます。 

 特定財源は、県支出金１億１４４１万２００

０円で、内訳は現年度分が１９１３万２０００

円、繰越分が９５２８万円となっております。 

 翌年度への繰越額１億６０８３万６０００円

は、国の補正予算による事業計画の前倒しを行

い、年度内の完了が困難となりましたことから、

繰越しを行ったものでございます。 

 今後の方向性といたしましては、市による実

施、現行どおりとしております。 

 山間地での地籍調査では、土地所有者の高齢

化により立会い確認時の負担が大きいことから、

リモートセンシング技術など新たな効率的な手

法も活用しながら、事業の進捗を図ってまいり

ます。 

 次に、１００ページをお願いいたします。 

 上段の森林経営管理事業は、林業の成長産業

化と森林資源の適切な管理を行うため、森林環

境譲与税を財源として、森林所有者への今後の

経営管理に関する意向調査をはじめ、間伐や人
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材育成・担い手の確保、林道・作業道の維持管

理など林業が抱える課題に広く取り組むもので

ございます。 

 決算額は４５９４万３０００円で、主なもの

といたしまして、二見野田崎町作業道など１４

件の作業道の修繕費８７１万４０００円、坂本

地区や東陽地区、泉地区の森林所有者への意向

調査・現況調査委託１５２３万５０００円、や

つしろの山づくり推進協議会運営補助金８７９

万８０００円、森林組合が実施します森林作業

道などの基盤整備事業に対する補助金９９９万

１０００円などとなっております。 

 今後の方向性といたしましては、市による実

施（規模拡充）といたしております。 

 今後とも森林所有者への意向調査を継続して

実施いたしますとともに、森林整備、担い手対

策など直面する課題に向けてさらに取組を進め

てまいりますとともに、ドローンを活用した森

林作業の省力化など、効率的な林業経営を進め

てまいります。 

 次に、下段の有害鳥獣被害対策事業は、近年、

深刻化している有害鳥獣による農林産物の被害

防止を図るもので、本市におきましては、平成

２４年度から鳥獣被害対策実施隊を設置し、鳥

獣被害防止計画に基づき捕獲を実施していると

ころでございます。 

 決算額は２２１２万５０００円で、本市非常

勤職員である実施隊員１６８人分の活動に対す

る報酬２８２万２０００円や１６３人分の費用

弁償２９１万２０００円、鹿の捕獲に要する経

費として、捕獲数２７９９頭分の補助金１３９

９万５０００円、また、カラスなどの鳥類の捕

獲に要する経費として１５５６羽分の補助金１

２４万５０００円などが主なものとなっており

ます。 

 特定財源は、県支出金３０８万６０００円で

ございます。 

 今後の方向性としましては、市による実施、

現行どおりとしており、近年、鹿や鳥類などの

有害鳥獣が増加し、被害も顕著であることから、

今後も効果的な捕獲活動を実施し、農林産物の

被害防止を図ってまいります。 

 少し飛びまして、１０５ページをお願いいた

します。 

 下段のアサリＶ字回復事業は、国のデジタル

田園都市国家構想交付金を財源として行う事業

で、本市水産業の要であるアサリを対象として、

デジタル技術を活用し、漁獲量の拡大と漁業収

益の向上を図る令和５年度から令和７年度まで

の３か年間の取組でございます。 

 事業主体は八代漁業協同組合、市で構成いた

します八代うまかアサリ研究会で、令和５年度

はアサリに対する消費者ニーズ調査や先進地で

の生産や販売手法など必要な調査を行い、事業

計画を策定しております。 

 特定財源は、国からのデジタル田園都市国家

構想交付金４０４万８０００円でございます。 

 今後の方向性といたしましては、市による実

施、現行どおりとしており、令和５年度で策定

いたしました事業計画をもとに、八代産アサリ

の特性の明確化や垂下式の育成試験、漁獲作業

の省力化試験などの実証試験を行い、アサリ漁

獲量の拡大と漁業収益の向上を目指してまいり

ます。 

 次に、１０６ページをお願いいたします。 

 下段の漁業資材高騰対策支援事業と（重点交

付金）、次の１０７ページ上段の漁業用燃油価

格高騰対策支援事業（重点交付金）は、いずれ

も国の新型コロナウイルス感染症対策地方創生

臨時交付金を全額財源として実施いたしたもの

で、令和５年度で完了をいたしております。 

 まず、下段の漁業資材高騰対策支援事業（重

点交付金）は、漁業資材の価格高騰の影響によ

る漁業者の負担の軽減を図るため、網などの漁

具の購入に当たり、対象となる漁具の購入金額

の８％を補助したもので、延べ１０件２５万８
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０００円を補助いたしております。 

 予算額３５０万円に対しまして、不用額が３

２４万２０００円と多額になっておりますが、

これは八代海における赤潮発生により、刺し網

やかごなどの設置期間が短く、想定より漁具の

消耗が少なかったことが主な要因と考えており

ます。 

 次に、１０７ページをお願いいたします。 

 上段の漁業用燃油価格高騰対策支援事業（重

点交付金）は、燃油価格の高騰の影響による漁

業者の負担の軽減を図るため、漁業用燃油につ

いて１リッター当たり１０円の補助を行ったも

ので、延べ１３件５万４０００リットル分５４

万円を補助いたしております。 

 こちらも予算額１７０万円に対しまして、不

用額が１１６万円と多額になっておりますが、

こちらは猛暑や赤潮の発生により想定より漁船

の利用が少なかったことやアオノリの不漁によ

り、乾燥に用いる燃油使用量が少なかったこと

が主な要因と考えているところでございます。 

 続きまして、第１０款・災害復旧費のうち、

令和２年７月豪雨災害を除きます災害復旧事業

について説明いたします。 

 ページ飛びまして、１７３ページをお願いい

たします。 

 上段になりますが、林道施設災害復旧事業で

ございます。こちらは、自然災害により被害を

受けた林道の災害復旧を図るもので、そのうち

令和２年７月豪雨災害を除きます通常分につき

ましては、令和４年９月の台風１４号や令和５

年７月の大雨により被災した林道の災害復旧に

要した経費などでございます。 

 決算額は７９１０万９０００円で、現年度分

として、令和５年７月の大雨で被災いたしまし

た坂本町、泉町管内の林道小災害の修繕３０件

２４４０万円や林道渋利瀬高線の測量設計委託

１件１２７万１０００円の合わせて２５６７万

１０００円、令和４年台風１４号で被災した林

道菊池人吉線などの復旧工事５件５３４３万８

０００円、令和４年度からの繰越明許分として、

同じく令和４年災害の林道福根線の測量設計委

託６０１万１０００円を実施しております。 

 特定財源は、現年度分として県支出金５１７

３万１０００円、地方債２１７０万円でござい

ます。 

 不用額の１億４５１８万１０００円のうち、

通常分は２７７１万円でございます。こちらは、

令和４年災害の林道久連子椎原線で、手前にあ

る県道の災害復旧工事が予定より遅れたことで、

年度内に発注が困難となり、新たに令和６年度

当初予算に計上をし直したことが主な要因でご

ざいます。 

 なお、翌年度への繰越明許費８９０９万円は、

令和４年災害の林道福根線２件及び林道一本樫

線１件の計３件に係ります工事請負費でござい

ます。 

 今後の方向性といたしましては、市による実

施、現行どおりとしており、引き続き被災した

林道の早期復旧に努めてまいります。 

 続きまして、決算書を用いまして、主な流用

を説明をいたします。 

 決算書の１４２、１４３ページをお願いいた

します。 

 まず、款５・農林水産業費、項１・農業費、

目２・農業総務費で、備考欄下のほうに記載の

あります６０万円の流用は、能登地震被災地に

置き畳を送る際、現地での一時的な保管場所と

して金沢市内の倉庫を借用した際に賃借料の不

足が生じ、款１０・需用費から節１３・使用料

及び賃借料へ流用をいたしております。 

 次に、１４８、１４９ページをお願いいたし

ます。 

 款５・農林水産業費、項１・農業費、目８・

農地費で、備考欄下から２段目に記載の１８４

万８０００円の流用は、電気料金の高騰などに

より排水機場の電気料に不足が生じ、節１８・
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負担金補助及び交付金から節１０・需用費へ流

用をいたしております。 

 次に、１５４、１５５ページをお願いいたし

ます。 

 款５・農林水産業費、項２・林業費、目４・

林道新設改良費で、備考欄上から２段目に記載

の１０８万５０００円の流用は、道整備交付金

事業で林道深水線など６路線の改良工事におき

まして、補助対象経費の範囲内でさらに事業の

進捗を図るため、節１２・委託料から節１４・

工事請負費へ流用をいたしております。 

 以上が、農林水産部関係分の令和５年度決算

の説明となります。御審議のほどよろしくお願

いいたします。 

○委員長（古嶋津義君） それでは、以上の部

分について質疑を行います。 

 質疑ありませんか。 

○委員（谷口 徹君） 調書の７８ページの上

段なんですけども、い業振興対策事業で、いぐ

さ・畳表活性化連絡協議会の記述がありますけ

れども、その中でＰＲ活動をですね、やってら

っしゃるようなんですけども、それの詳しい内

容が分かれば教えていただきたいと思います。 

○農業振興課長（稲田忠征君） おはようござ

います。（｢おはようございます」と呼ぶ者あ

り）農業振興課の稲田です。よろしくお願いし

ます。 

 委員お尋ねのいぐさ・畳表活性化連絡協議会

でのＰＲの事業ということで、まず、ホームペ

ージの情報発信、令和５年度、畳のですね、張

替えキャンペーン事業というものを行っており

ます。あとですね、生産振興事業、需要拡大と

いうことではないんですけども、織機のメンテ

ナンス動画の作成を行ったりですね、そういっ

たものの配信活動、そういったものを行ってお

ります。 

 以上であります。 

○委員長（古嶋津義君） よろしいですか。 

○委員（谷口 徹君） 今後の方向性の理由、

改革、改善の取組等のところのですね、一番下

段から２行目から最後までにかけて、畳表の見

分け方研修とか加工講習会の開催など多岐にわ

たって事業をと書いてありますけども、その多

岐という部分をですね、詳しくお聞きしたいと

思ってお聞きしたんですけども。 

○農業振興課長（稲田忠征君） 多岐にわたっ

てということですけども、いぐさ・畳表活性化

連絡協議会、こちらの活動がですね、生産者の

代表、関係農業協同組合、い業生産販売振興協

会などですね、い業関係団体、こちらのほうで

構成をされております。 

 そういった中でですね、本協議会ですけども、

県産畳表のですね、畳店であったり、生産者へ

の事業が主なものになっておりまして、ＰＲ事

業に関しましては、畳店向けのＰＲが中心とな

っているところでございます。 

 主な事業、先ほど言われましたけども、講習

会ですね。まず、研修会のほうを開催させても

らっております。これは、畳店向けになります。

畳店もしくは建築主等をターゲットにしまして、

イグサの刈取りツアー、認定畳表アドバイザー

研修会、第９２回京都畳技術競技会での畳表の

展示説明、あとですね、建築士のための畳の勉

強会ｉｎ大阪ということで開催をさせてもらっ

ております。 

 以上です。 

○委員長（古嶋津義君） よろしいですか。 

○委員（谷口 徹君） ありがとうございまし

た。 

○委員長（古嶋津義君） ほかにありませんか。 

○委員（中山諭扶哉君） 同じところなんです

けど、専用機械の長寿命化ということで、今、

延命をしているという状況で、次年度に向けて

は上限を２０万円に拡大ということを書いてあ

りますが、その延命ということ以外に何かされ

ていることがあればお願いします。 
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○農業振興課長（稲田忠征君） 延命以外の活

動についてお答えいたします。 

 農業機械、説明にもございましたけども、か

なり生産中止になったり、あと老朽化、もう部

品が製造されていないという状況がございます

ので、どういった部品が今後必要になるのか、

早急にどのような部品を手配しないといけない

のか、そういった調査を行いまして、今年度中

にですね、方向性を定めていきたいというふう

に考えております。 

 以上でございます。（委員中山諭扶哉君「あ

りがとうございます。大丈夫です」と呼ぶ） 

○委員長（古嶋津義君） よろしいですか。 

 ほかにありませんか。 

○委員（谷口 徹君） ページが変わります。

８１ページのフードバレー輸出促進事業（地方

創生）のところなんですけども、職員旅費で２

０９万４０００円支出されていますけども、台

湾へは何回行かれて、何人分の旅費に当たるの

か教えていただきたいと思います。 

○フードバレー推進課長（松永貴志君） 台湾

へは２回、延べ８名行っております。 

 以上でございます。（委員谷口徹君「ありが

とうございます」と呼ぶ） 

○委員長（古嶋津義君） よろしいですか。 

○委員（谷口 徹君） 同じ欄ですけれども、

今度は海外販路拡大業務委託の部分で、商談会

の内容で、どれだけの方が来場されて、商談が

幾つあったのか、もし分かれば教えていただき

たいと思います。 

○フードバレー推進課長（松永貴志君） 輸出

にですね、意欲を持つ本市からの事業者をです

ね、８社ほど連れていっておりますけども、す

みません、来場者数等はですね、ちょっと分か

りかねます。すみません。 

○委員（谷口 徹君） すみません、同じとこ

ろで恐縮なんですけども、晩白柚フェアも行わ

れてますけども、こちらの評判等が分かれば教

えていただきたいと思います。 

○フードバレー推進課長（松永貴志君） 晩白

柚につきましてはですね、香港へ２１３２玉を

送っておりまして、全て売り切っておりますの

で、評判は毎年好評でございます。 

 以上でございます。（委員谷口徹君「ありが

とうございました」と呼ぶ） 

○委員長（古嶋津義君） ほかにありませんか。 

○委員（中山諭扶哉君） すみません。８２ペ

ージ、八代産畳表認知向上・需要拡大推進協議

会負担金１３８４万５０００円ということで、

ここにずらずらっとこう書いてある、一括まと

めで書いてあるので、ちょっと良ければ内容を

ですね、ちょっと個別にというか、後で資料で

もいいので、ちょっと頂ければなというふうに

思うんですが、いかがでしょうか。 

○委員長（古嶋津義君） 資料請求だけでいい

の。 

○委員（中山諭扶哉君） 資料請求ください。 

 内容が口頭で分かればいいんですが、一応、

これ、書いてありますね。ＴＴＭ－Ｖ２０の商

品化準備とか、あとそれと同列では展示会開催

されたとか、そういうことが導入されたとか一

応あるんですが、その状況をですね、ちょっと、

結局、準備して商品化になったのか、あとどの

くらいぐらい売られたのかというのが分かれば

ですね、ちょっと教えていただきたいと思うん

ですけど。 

○フードバレー推進課長（松永貴志君） 失礼

いたします。 

 この事業は、八代産畳表認知向上・需要拡大

推進協議会のほうに負担金で払っておりまして、

その協議会のほうでやられた事業の説明という

ところでよろしいでしょうか。（委員中山諭扶

哉君「はい」と呼ぶ）ＴＴＭ－Ｖ２０というの

がですね、鼓動する畳というところで、畳の新

しい使い方をですね、提案して、通常の国産畳

と組み合わせることによる畳のある空間の提供、
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また、国産畳表の香りやクッション性によるリ

ラックス効果を倍増させたいというところから

ですね、令和３年度からプロトタイプ鼓動する

畳の製作に着手をしております。令和４年度は、

プロトタイプによるＰＲ活動を展開して、反響

がよかったことからですね、令和５年度に製品

化に向けた準備を行ったところでございます。

令和５年３月からですね、１年間、東京都にあ

ります若者に人気の銭湯の休憩スペースにＴＴ

Ｍ－Ｖ２０を設置しまして、同製品の体験展示

を通しまして、八代産畳表の情報発信を行い、

約７万人の来場者があったというところでお聞

きしております。 

 それと、同銭湯のですね、原宿店の新規開業

に合わせまして、八代産畳表のＰＲブースの設

置を打診されましたことから、東急プラザ原宿

地下１階にですね、国産畳の休憩スペースを設

けまして、畳に触れ、魅力を実感できるスペー

スを今年度からすることになりました。 

 そこに畳のですね、休憩スペースに畳が触れ

れるスペースをですね、地下１階に……。

（｢市役所」と呼ぶ者あり）すみません。併せ

まして、今年９月からですね、本庁舎の１階に

ですね、同様の製品をですね、今置いて、展示

して、触れられるスペースを設けております。 

 以上でございます。 

○委員（中山諭扶哉君） ありがとうございま

す。 

 これって、通常の方が買えるものになるのか。

企業が設置するのに買えるものになるのかとい

うのの展望とかいうか、そういうのってありま

すか。 

○フードバレー推進課長（松永貴志君） 本年

ですね、７月４日から一般発売を開始しており

まして、主には企業様、事業者様向けに販売を

しているんですが、一般の方にもですね、当然

買えるようにしておるところでございます。 

 現在、各企業様から、今、問合せがあってお

りまして、何といいますか、報道、テレビとか

ラジオとかの取材もあっているところでござい

ます。 

 以上でございます。 

○委員長（古嶋津義君） よろしゅうございま

すか。 

○委員（中山諭扶哉君） はい。 

○委員長（古嶋津義君） なら、資料はよろし

いですか。 

○委員（中山諭扶哉君） 資料はいいです。も

う今聞きましたので、大丈夫です。 

○委員（木村博幸君） 成果に関する調書の１

００ページ下段です。有害鳥獣被害対策事業に

ついて、２点ほど質問いたします。 

 １点目はですね、ここ、鹿や鳥類が増加して

るっていう報告がありましたが、頭数について

は鹿と鳥類だけしか載っていませんが、イノシ

シについてはなかったのかどうか、増えてない

のか、減少なのか、頭数が分かればその辺と。 

 ２点目は、また今後の取組ですけど、駆除実

施隊のほうも結構高齢化、年齢がですね、だん

だん高齢化していく中、非常に頑張っていらっ

しゃると。ですけども、次年度については、補

助金を活用しながら効果的に進めていくという

ことで、この効果的の内容ですが、新たな装置

を入れるのか、何か取組の仕方を変えられるの

か、その辺が分かっている範囲で教えていただ

ければと思います。 

○水産林務課長（前田浩信君） おはようござ

います。水産林務課の前田でございます。 

 まずは捕獲実績の件なんですけれども、過去

３年分ぐらいでよろしいでしょうか。 

 まず、鹿につきましては、令和３年が２４９

２頭、Ｒ４が２９７３頭、Ｒ５は２７９９頭。

イノシシにつきましては、Ｒ３が７２１頭、Ｒ

４が１５２８頭、Ｒ５が７２１頭。タヌキ、ア

ナグマにつきましてが、Ｒ３が２６頭、Ｒ４が

２３頭、Ｒ５が２６頭。鳥類につきましてが、
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Ｒ３が１１７４羽、Ｒ４が１４７３羽、Ｒ５が

１５５６羽。 

 それから、２点目の捕獲員が少なくなってい

る中で効果的なということですけれども、現在、

一応捕獲の仕方として銃であったりとか、ある

いはわなであったりとかあるわけなんですけれ

ども、銃については、なかなか規制が厳しいも

のですから、今後はわなのほうにですね、一応

力を入れていきたいというふうに考えておりま

す。 

 加えて、ＩＣＴ機器を活用したというところ

でございまして、わなに入ったらセンサーで、

実際、ハンターさんであったり、そちらのほう

に、例えば画像が携帯に飛んでいくとかですね、

あるいはメールで飛んでいくとか、そういうふ

うな部分をちょっとこれから先は活用してまい

りたいというふうに考えております。 

 以上、お答えといたします。 

○委員（木村博幸君） ありがとうございまし

た。 

 確かにですね、頭数を見ると非常に頑張って

いらっしゃるなと思います。対策についてもで

すね、今聞いたところで安心はしておりますが、

農林水産のですね、被害額が大きい中ですね、

やっぱ鳥類の、要はカモですけど、カモについ

ての対策が効果的に何かあるのかないのか、今

後その辺について、鳥の被害についてちょっと

何かあればお願いいたします。 

○水産林務課長（前田浩信君） 鳥についての

捕獲ということですけれども、現状としては、

主に銃による捕獲が市内としてはですね、そち

らのほうが大きいかと思いますけれども、今後

は県のほうと協議をいたしまして、そのほかに

例えば網であったりとかテグスの利用であった

りとかですね、あるいは鷹であったりとか、そ

ういうふうな部分を今後はですね、取り入れて

いきたいというふうに考えております。 

 以上です。 

○委員長（古嶋津義君） よろしいですか。 

○委員（木村博幸君） よろしくお願いいたし

ます。 

○委員長（古嶋津義君） ほかにありませんか。 

○委員（谷口 徹君） すみません、元に戻っ

て申し訳ないんですけども、８２ページの八代

産畳表認知向上・需要拡大推進事業のところで

すけども、令和５年度の予算が１５００万円で、

決算額は１３８４万５０００円と。通常、協議

会の負担金となると定額というのは基本かなと

思ったんですけども、予算と決算額が違う、不

用額が出たところの説明をお願いしたいと思い

ます。 

○フードバレー推進課長（松永貴志君） 協議

会の予算につきましては、会則にうたってあり

まして、そのですね、１１条の中に、協議会の

経費は、寄附金、八代市及び氷川町からの負担

金並びその他の収入をもって充てるとなってお

ります。 

 負担金は、その次の第１２条にですね、八代

市及び氷川町の負担金の額は、別表第２に定め

るとおりとするということになっておりまして、

別表２がですね、八代市の負担金は、八代市に

前年度に個人等から寄せられたふるさと納税制

度による当該寄附金の額に、寄附金の２分の１

を乗じて得た額を加えた額に同市に前年度に寄

せられた企業版ふるさと納税制度による寄附金

を加えた額となっております。 

 氷川町はですね……。氷川町はちょっと置い

ときまして、ということから、８２ページので

すね、財源内訳を見ていただければ、企業版ふ

るさと納税寄附金というのが令和５年度の３０

０万です。これは、その年にならないと分から

ないということになっております。その下のふ

るさと八代元気づくり応援基金繰入金が、これ

は令和４年度の額が７２３万というところにな

っておりますので、これも前年度予算の時期で

は分からないというところで、１５００万は予
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想の額を出しているところでございます。 

 以上でございます。 

○委員（谷口 徹君） 先ほど言いかけられた

のは、氷川町が幾らぐらい負担金出されている

のかを、もし教えていただければお願いします。 

○フードバレー推進課長（松永貴志君） 氷川

町のですね、負担金割合につきましては、八代

市のイグサ作付面積における氷川町の作付面積

の割合が１００分の１４ですので、うちの一般

財源の持ち出し分に１００分の１４を乗じて得

た額というふうになります。 

 以上でございます。 

○委員（谷口 徹君） 続けてで申し訳ないん

ですけども、事務事業の概要のところに、ＰＲ

事業を実施していくとともに、企業等への事業

協力の働きかけを行うと書いてあります。やっ

ぱここ２つに分けて、ＰＲ事業の実績と企業等

への事業協力の働きかけ、こちらの実績が分か

ればお願いします。 

○フードバレー推進課長（松永貴志君） ＰＲ

関係につきましては、先ほど、東京の銭湯とか

のＰＲ事業に加えましてですね、いろんなプロ

モーションを行っております。 

 令和５年１１月に乃村工藝社様主催のイベン

トとかサウナバス──バスの中にサウナがある

んですけども、そういうサウナバスの中に採用

されましてですね、全国を巡回中でございます。

今年の３月にもですね、八代市のほうにイベン

トに合わせて来られました。 

 あと、博報堂ケトルというショールームにお

いても設置ＰＲをしておるところでございます。 

 企業様のほうにつきましてはですね、我々が

行く企業訪問に合わせて同様に行っているとこ

ろでございます。フードバレー関連に合わせて

ですね、行っているところでございます。 

 以上でございます。 

○委員（谷口 徹君） この事業の最後の質問

にさせていただきます。 

 今後の方向性のですね、一番下の行に、製品

の売上げに対する利益の一部を販売元から寄附

される仕組みを構築してるとあります。これ、

詳しくちょっと教えていただけますか。 

○フードバレー推進課長（松永貴志君） 先ほ

どありました鼓動する畳を今年度から販売する

ということで、畳スピーカーという名称に名前

を変えております。その畳スピーカーが１枚売

れたら、そこから売上げのうちの一部をうちの

ほうに寄附していただけるような仕組みをです

ね、構築を今、打合せを行っているところでご

ざいます。 

 以上でございます。 

○委員長（古嶋津義君） ほかにありませんか。 

○委員（金子昌平君） 部長の冒頭のお話から

ですね、次世代の農業に対して手厚くするよう

なですね、事業展開をされていると思いますけ

れども、これ、確認と、ちょっと私勉強不足で

ちょっと聞きたいんですけれども、新規農業者

になるための農地取得だと思います。そういっ

た新規農業者になるためのハードルみたいな、

課題みたいなものっていうのは、今現在あった

りするんですかね。ちょっとざっくり過ぎます

かね。 

○農林水産政策課長（田中和彦君） 農林水産

政策課、田中です。よろしくお願いいたします。 

 新規就農者、いわゆる農業を始めるためのハ

ードルという部分につきましては、農地を所有

する、もしくは長期で賃貸借の契約を結ぶ以外

に実質的なハードルというのはございません。

実際、アパートといいますか、に住まわれて農

業を始められる方もいらっしゃいますので、そ

ういう部分でのハードルというのはないかと思

っております。 

 ただし、やはり農機具の手配ですね。そうい

う部分もどうしても農業を始めるために必要で

すので、農機具の手配であったり、倉庫、それ

から出荷先ですね。そういう部分についてはご
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ざいますので、そういう部分は私どものところ

の営農支援室のところに御相談いただければ、

相談のほうに乗っておるというところでござい

ます。 

 以上です。 

○委員長（古嶋津義君） ほかにありませんか。 

○委員（谷口 徹君） ９０ページのですね、

上段ですけど、畳表経糸価格高騰対策支援事業

（重点交付金）、対象期間は令和４年１０月１

日から令和５年の９月３０日までということで、

もう事業のほうは完了しているということなん

ですが、氷川町のですね、ホームページ見たら、

氷川町は今も続けてらっしゃるんですけど、八

代市が継続されなかった理由を教えていただけ

ればと思います。 

○農業振興課長（稲田忠征君） 畳表経糸価格

高騰対策支援事業（重点交付金）、こちらのほ

うを今年度実施しなかった理由ということです

けども、こちらの事業なんですけども、新型コ

ロナウイルス感染症対策地方創生臨時交付金、

こちらのほうを活用させていただいた事業でご

ざいます。 

 今回ですね、そういった財源はございません

でしたので、今回は実施を見送ったところでご

ざいます。今後ですね、そういった経済対策等

がございましたらですね、積極的にそちらの動

向を見ながらですね、活用するかどうかという

のを検討していきたいというふうに考えており

ます。 

 以上、お答えでございます。 

○委員長（古嶋津義君） ほかにありませんか。 

○委員（村川清則君） 令和５年度の決算額が

多分少なかったせいで説明がなかったとは思う

んですが、８５ページの下水汚泥肥料実証試験

事業ということで、今後の方向性、一番下の欄

に肥料としての十分な効果が見られなかったと

あるんですが、もうある程度製品化といいます

か、使われるような状態、粒状──粒でも粉で

もいいんですが、そういう状態まで出来上がっ

ているのか。その辺の分かれば。分からなけれ

ば、後で担当課に尋ねに参ります。 

○農業振興課長（稲田忠征君） 下水汚泥肥料

実証試験事業ですけども、こちらのほうですね、

令和５年のですね、１０月に経営協議会のほう

を設立しまして、その後ですね、肥料等の試作

のほうを行っております。試験の結果ですね、

作付けがうまくいかなかったと。雨とかで圃場

のほうがつかってしまったりとかした関係でで

すね、正確なデータというのを取ることができ

ませんでした。 

 今年度におきましてもですね、今年度は米の

ほうを使いまして実証実験をさせていただいて

いるところです。ですので、今後もですね、そ

の状況を検証しまして、今後、活用できるかど

うかというのを検討していきたいというふうに

考えております。 

 以上、お答えです。 

○委員（村川清則君） 簡単に窒素、リン酸、

カリとか、そういう成分とかはある程度あるん

ですか。 

○委員長（古嶋津義君） 成分表は書いてあり

ますかって。 

○委員（村川清則君） 数字とか。 

○農業振興課長（稲田忠征君） 成分につきま

してですけども、申し訳ございません。今、手

持ちでですね、正確な数値というのをお持ちし

ておりません。 

 たしか窒素分がちょっと多かったように聞い

てはおりますけども、もし必要ということであ

れば、提供させていただきたいというふうに思

います。 

 申し訳ございません。窒素分がちょっと通常

より低いと。申し訳ございません。 

○委員（村川清則君） 大体ですね、肥料高騰

と循環型社会をつくろうということで、もう全

国的に進められている事業ですので、ぜひ頑張
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ってですね、八代市も製品化して、少しでも農

家のコスト削減とかになればいいなと思ってお

ります。頑張ってください。 

○委員長（古嶋津義君） ほかにありませんか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（古嶋津義君） なければ、以上で質

疑を終了します。 

 意見がありましたら、お願いします。 

○委員（谷口 徹君） いぐさ・畳表活性化連

絡協議会と八代産畳表認知向上・需要拡大推進

協議会、こちらの両協議会なんですけども、ホ

ームページ等でですね、見てみますと、非常に

いぐさ・畳表活性化連絡協議会のほうが充実し

た事業をやっていらっしゃるのが分かります。

片や、認知向上と需要拡大のほうはですね、余

りホームページでは事業の内容がですね、把握

できないというのが率直な印象です。 

 ＴＴＭ－Ｖ２０が商品化されて、７月４日か

ら商品化されたと。金額は幾らするのかなと思

ったら、２４万９８００円という、ちょっと高

額かなと思うんですけども、この２つの協議会

を鑑みたときに、私は活性化協議会のほうに事

業を一本化させて、そちらのほうに予算をです

ね、多く計上したほうが、事業は、イグサ、畳

表の需要拡大にはつながるのではないかと思い

ますので、ぜひ御検討のほうをお願いしたいと

思います。 

 以上です。 

○委員長（古嶋津義君） ほかに意見はありま

せんか。 

○委員（中山諭扶哉君） 重ねてですね、八代

産畳表認知向上・需要拡大推進協議会に関して

なんですけど、やはり透明性がですね、今言わ

れた部分もやっぱり含めて透明性が必要なんじ

ゃないかというふうに思いますので、例えばで

すね、ホームページの充実を図られたりとかで

すね、情報公開、そして、中の参加されている

企業さんとかですね、そういうところの拡大と

かいろいろやれることあるというふうに思いま

すので、ぜひ検討していただきたいなというふ

うに思います。よろしくお願いします。 

○委員長（古嶋津義君） ほかに意見ありませ

んか。 

○委員（谷口 徹君） すみません。同じ畳表

認知向上・需要拡大推進事業で、協議会のほう

に八代市が負担している金額を教えていただき

ました。令和元年度からの設立のこの協議会の

総会の資料等があったら、それですね、資料請

求させていただきたいと思いますけども。 

○委員長（古嶋津義君） 小会します。 

（午前１１時２４分 小会） 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

（午前１１時２７分 本会） 

○委員長（古嶋津義君） 本会に戻します。 

 ただいま谷口委員から、八代畳表認知向上・

需要拡大推進協議会の総会資料についての資料

請求の申出がありました。 

 お諮りいたします。 

 本委員会として資料を請求することに御異議

ございませんか。 

（｢異議なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（古嶋津義君） 御異議なしと認め、

そのように決しました。 

 ほかに意見はありませんか。 

○委員（木村博幸君） 先ほど申し上げました

ところで、有害鳥獣被害対策の中の鳥について

ですね。カモです。農林水産の被害額では非常

に沿岸部を中心に多くなっているのが続いてお

ります。そんな中ですね、ちょっとお聞きした

話では、鳥を打つ、捕獲する、陸上での話なん

ですが、捕り方が今までより少し規制が厳しく

なったのでということで、非常に今後、今年度、

今からですね、冬場にかけてきますが、非常に

捕獲の仕方が厳しくなるということで、海のほ

うから捕獲のほうをやっても、おかの上に上が

ってしまうと。やっぱりおかの上、陸上でやら
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ざるを得ないところもあるんですが、なかなか

捕獲数を予定どおり捕るのも非常に困難になる

というところをどうにかして頑張っていきたい

とは言っていらっしゃいましたが、先ほどので

すね、テグスとか網による対策を重々農家の皆

さんと進めていただいて、被害対策じゃなくて、

農家の方々がやっぱり自主的にそれをやってい

くというところをですね、今年度から進めてい

かなくては、被害額はさらに増えるだろうなと

思っております。 

 その辺のほうはですね、予算のほうも検討、

県からあればですね、がんがん取っていただい

て、まずはモデル地区でもいいですけど、その

辺の地域の方々がまとまってやる、それが効果

があるのかないのか、その辺もやりながら、ぜ

ひですね、進めていただきたいなと思います。

よろしくお願いしておきます。 

○委員長（古嶋津義君） ほかに意見はありま

せんか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（古嶋津義君） なければ、以上で第

５款・農林水産業費及び第１０款・災害復旧費

中、農林水産部関係分についてを終了します。 

 執行部入替えのため小会いたします。 

（午前１１時３０分 小会） 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

（午前１１時３２分 本会） 

○委員長（古嶋津義君） 本会に戻します。 

 次に、第６款・商工費、第９款・教育費及び

第１０款・災害復旧費中、経済文化交流部関係

分について説明を願います。 

○経済文化交流部長（野々口正治君） 皆様、

こんにちは。（｢こんにちは」と呼ぶ者あり）

経済文化交流部、野々口でございます。どうぞ

よろしくお願いをいたします。 

 失礼いたしまして、着座にて説明をさせてい

ただきます。 

○委員長（古嶋津義君） どうぞ。 

○経済文化交流部長（野々口正治君） それで

は、議案第１２１号・令和５年度八代市一般会

計歳入歳出決算のうち、経済文化交流部所管の

決算審査をお願いするに当たりまして、まず私

のほうから令和５年度の主な事業に関しまして、

総括をさせていただきます。 

 商工業、港湾、観光、文化、スポーツなど、

それぞれの分野ごとに御説明をさせていただき

ます。 

 まず、商業振興に関してでございますが、令

和６年２月に実施いたしましたキャッシュレス

決済ポイント還元事業やエネルギー価格高騰の

影響により経済的負担を受けているＬＰガス利

用世帯に対し、価格高騰相当額を支援するＬＰ

ガス価格高騰対策支援事業を実施するなど、物

価高騰の影響により落ち込んだ八代地域経済の

安定化及び活性化を図ってまいりました。 

 また、こいこい広場におきまして、高校生と

まちなか活性化協議会が連携して作成した台車

を使い、こいこいフェスティバルを季節ごとに

年４回開催するなど、中心市街地のにぎわい創

出を図ってまいりました。 

 今後も地域経済の動向を注視し、時機を逸せ

ず、状況に応じた支援策を講じてまいります。 

 次に、工業振興に関してでございます。 

 地元の若手事業者の育成として、令和２年度

から実施をしております未来創造塾運営事業に

つきましては、現在、県内だけで、本市を含め

５市町村・１団体に波及し、姉妹塾として連

携・協力体制を構築しますとともに、大学、金

融機関、経済団体を巻き込んだ取組となってお

ります。今後も本事業を通じまして、地場企業

の育成に努めてまいります。 

 また、企業誘致につきましては、令和５年度

の新規立地協定数は、オフィス系企業の１件で

ございました。主な要因としまして、製造業等

の工場の受皿となる用地不足が考えられ、その

ため、新たな企業誘致用地の整備に取り組み、
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結果、先般の県営工業団地整備の公表につなが

っております。今後は、一日も早い整備実現に

向けて県と一体となって取り組むとともに、整

備後を見据えた積極的な誘致活動の展開、また

サイエンスパーク構想など、あらゆる可能性を

念頭に置いた企業誘致施策の推進に努めてまい

ります。 

 次に、港湾振興に関しましては、令和５年の

コンテナ取扱い量が２万３１５９ＴＥＵとなり、

過去最高を記録いたしました令和４年と比較し

ますと、８.７％の減少となりました。主な理

由としましては、主要貿易相手国であります中

国や韓国の不況に加え、円安の加速による国内

荷主の輸入控えなどが要因であると分析をして

おります。 

 本年末にはＪＡＳＭ第１工場の操業が予定さ

れており、さらに第２工場の建設も年内での着

工が決定をしております。 

 半導体産業をはじめとした県内投資の大きな

波を八代港の貨物取扱い量増加につなげるべく、

県内で唯一、台湾との定期航路を持つ八代港の

強みを生かしたポートセールスや新規航路の誘

致及び新規貨物の集荷などの取組を引き続き強

化してまいります。 

 次に、クルーズ関係につきましては、令和５

年春から国際クルーズ船の寄港が再開され、発

着地も多様化をしており、昨年は横浜、中国、

韓国やシンガポールなどから１５回の寄港があ

りました。 

 コロナ禍以前は大多数が中国からの乗船客で

あり、市外向けのオプショナルツアーに参加さ

れ、市内の周遊者は少ない状況でありましたが、

昨年は市内中心部を周遊される個人旅行客が増

加をしております。 

 クルーズ船寄港時の受入れ対応につきまして

は、県、市、八代商工会議所、ＤＭＯやつしろ

で構成するくまモンポート八代・クルーズ活性

化協議会が中心となり、関係団体の協力を得な

がら取組を行っております。 

 入出港時における市内中高生等によるおもて

なしやようこそスマイル隊を中心としたお手振

り、くまモンポート八代におけるキッチンカー

や物産展などの開催によりまして、寄港を重ね

るごとににぎわいを見せております。今後も市

内消費額が拡大されるよう、八代地域ならでは

のクルーズ船受入れ環境の整備・充実に取り組

んでまいります。 

 続きまして、観光振興に関してでございます

が、アフターコロナにおける観光客のさらなる

誘客を図るとともに、八代の魅力を発信してい

くために、新たな観光ポータルサイト「きなっ

せやつしろデライト」の構築に取り組み、本年

４月に運用を開始したところでございます。 

 また、４月に道の駅として開駅しました秘境

の郷いずみの道の駅登録に向けた施設整備に加

え、豊かな自然など本市の地域資源を最大限活

用したアウトドアツーリズムを推進するための

拠点施設として、ＪＲ新八代駅前にアウトドア

ステーションやつしろを整備し、電動アシスト

自転車の貸出しや市内を周遊するサイクルルー

トの開発などにも取り組んできたところでござ

います。 

 また、にぎわいづくりのイベント開催では、

昨年度の第３６回やつしろ全国花火競技大会に

おいて、これまでコロナ禍で自粛しておりまし

た物産展や露店を再開し、ドローンショーや有

料観覧席もさらに充実させ、御観覧いただいた

約２５万人の皆様に、１万４０００発の花火を

お楽しみいただきました。 

 また、昨年８月に開催しました第５６回八代

くま川まつりでは、４年ぶりの開催ではありま

したが、市民総踊りに３５団体、約２２００名

に御参加をいただき、夏の風物詩として八代を

盛り上げていただきました。 

 今年３月に開催いたしました九州国際スリー

デーマーチでは、アメリカ、ドイツ、オランダ
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をはじめ、韓国ウオーキング協会からも１５名

の訪問団が参加され、国内外から約８７００人

のウォーカーに参加をいただきました。趣向を

凝らしたコース設定や大変好評をいただいてお

りますおもてなしなど、八代の春を御堪能いた

だいたものと思っております。 

 今後も引き続き観光振興やイベントのさらな

る魅力アップを図るとともに、交流人口の拡大

と地域活性化に向けて取り組んでまいります。 

 次に、文化振興につきましては、令和３年７

月に開館をいたしました八代市民俗伝統芸能伝

承館──お祭りでんでん館において、八代妙見

祭の笠鉾等の収蔵・展示を行うほか、民俗芸能

公演や体験講座などを開催し、民俗文化財の保

存継承、魅力発信、後継者育成につながる取組

を行っております。 

 館内のお祭り体感シアターで放映します八代

妙見祭の映像作成については、令和４年度の妙

見祭の当日が雨天で撮影をできなかったために、

令和５年度に予算を繰越して実施いたしまして、

令和６年４月から映像のリニューアルを行った

ところでございます。今後もさらに施設の周知

を図りながら、より多くの方が御来館いただけ

ますよう取組を進めてまいります。 

 また、令和２年６月に日本遺産に認定をされ

ました八代を創造した石工たちの軌跡のストー

リーにつきまして、昨年度は人材育成事業や普

及啓発、めがね橋の調査・研究、情報コンテン

ツの作成及び発信、石工の郷八代の魅力発信事

業である石工の郷八代プロジェクトなどを実施

しております。 

 このうち、人材育成につきましては、東陽中

学校の生徒による中学生ボランティアガイドが

発足２年目となり、より実践的なガイドを育成

するため、外部講師を招き講習会を開催をいた

しました。また、天草市の世界文化遺産である

﨑津集落で中学生ガイドとして活躍されている

天草市立川浦中学校の観光ボランティアガイド

と交流するなど、継続的なガイド育成事業が行

われております。 

 本市の日本遺産の認知度向上だけでなく、歴

史、文化の次世代への継承にもつながる大変意

義のある取組でありますことから、引き続き支

援を行うとともに、日本遺産を活用した交流人

口のさらなる拡大と歴史文化遺産の継承に資す

る事業を推進してまいります。 

 最後に、スポーツ振興につきましては、生涯

スポーツ、地域スポーツの普及・推進のみなら

ず、スポーツを生かした交流人口の拡大や地域

振興、地域活性化に取り組んでおります。 

 官民一体で組織します八代市スポーツコミッ

ションを中心に、スポーツの大会、合宿の誘致、

開催を図っており、九州ＰＧＡバドミントン大

会の創設や九州シニアソフトボール大会の誘致

など多くのスポーツ大会を招致し、令和５年度

のスポーツ大会などによる年間宿泊者数は、前

年度比約４８００人増の１万２９４４人となっ

たところでございます。 

 また、ＮＰＯ法人八代市スポーツ協会や各種

団体との連携を図り、トップアスリート育成事

業の実施など、競技人口の拡大や競技力向上を

推進する施策を展開するとともに、スポーツ活

動を広げる環境づくりのため、体育施設の整

備・充実を図っております。 

 以上、令和５年度はアフターコロナにおける

事業を中心に実施してまいりましたが、今後も

事業者及び関係機関の皆様と強く連携しながら、

各種施策・事業を積極的に展開しまして、第２

次八代市総合計画に掲げます、しあわせあふれ

るひと・もの交流拠点都市“やつしろ”の実現

に向けて取り組んでまいります。 

 以上で総括とさせていただきまして、詳細に

つきましては、経済文化交流部、緒方次長が説

明をいたしますので、どうぞよろしくお願いを

いたします。 

○経済文化交流部次長（緒方 浩君） 皆様、
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こんにちは。（｢こんにちは」と呼ぶ者あり）

経済文化交流部、緒方でございます。よろしく

お願いをいたします。 

 説明につきまして、着座の上、説明させてい

ただきます。 

○委員長（古嶋津義君） どうぞ。 

○経済文化交流部次長（緒方 浩君） それで

は、令和５年度八代市一般会計歳入歳出決算に

おける経済文化交流部所管につきまして、御説

明させていただきます。 

 まず、令和５年度における主要な施策の成果

に関する調書その１の１１ページをお願いしま

す。 

 歳出決算のうち、当部所管分につきましてで

ございますが、イの目的別の表、項目６・商工

費では、予算現額の合計３３億１４８万６００

０円に対しまして、歳出済額は２６億９２６２

万２０００円、翌年度繰越額が１億６４９６万

７０００円でございましたので、執行率が８５.

８％、歳出総額における構成比は４.０％、前

年度と比較しまして２億４００６万９０００円

の減、率としまして８.２％減となっておりま

す。 

 主な要因といたしましては、新型コロナウイ

ルス感染症対策事業の終了に伴う各種の事業費

の減が主なものでございます。 

 次に、項目９・教育費のうち、経済文化交流

部所管といたしまして御説明させていただきま

す。 

 予算現額は７億４７７万１０００円、支出済

額は６億３６１７万８０００円、翌年度繰越額

が３９６０万円でございましたので、執行率が

９０.３％、支出済額に占める構成比は０.９％、

前年度と比較しまして１６９３万２０００円の

増、率としまして２.７％の増となっておりま

す。 

 主な理由といたしまして、民俗芸能伝統伝承

館管理運営事業において、お祭り体感シアター

映像の製作費や新たなスポーツ大会等の誘致に

伴う開催事業費の増が主なものでございます。 

 それでは、商工費の御説明に入ります。 

 調書の１０７ページをお願いします。 

 下段のサテライトオフィス管理運営事業でご

ざいます。本事業は、令和４年度に国のデジタ

ル田園都市国家構想推進交付金を活用し、旧宮

地東小学校をサテライトオフィスに改修し、都

市部のＩＴ企業などを呼び込む受皿としたもの

で、新たな雇用創出と地域経済の活性化を目的

に、令和５年４月１日から供用開始をしている

ものでございます。 

 決算額は２０２万６０００円。主なものとい

たしまして、維持管理における光熱水費６０万

７０００円、給水施設保守点検委託７７万４０

００円などでございます。 

 今後の方向性としましては、市による実施、

現行どおりとし、ＩＴ企業等の誘致を行ってお

りましたところ、本年８月に立地協定を締結し

ました企業の入居が決定しており、企業の定着

と地元の活性化につながるよう、適正な管理運

営を行ってまいります。 

 次に、１０８ページ上段をお願いします。 

 八代港ポートセールス事業です。八代港利用

促進のため、県や港湾関係事業者と連携し、荷

主、船会社、代理店等へのポートセールス活動

を推進するとともに、ポートセミナーの開催や

コンテナ利用促進を図るための施策に取り組ん

でいるところです。 

 決算額は１億３３５９万７０００円。内訳と

いたしましては、旅費１９７万６０００円、各

協議会等への負担金、合わせまして２８４万５

０００円、コンテナ利用助成金１億１１８７万

円、八代市リーファーコンテナ利用拡大助成金

８１１万１０００円、八代市台湾航路拡充支援

助成金８１６万円が主なものでございます。 

 不用額の１億５８８万３０００円は、主要貿

易相手国である中国、韓国の経済不況及び円安
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の影響による国内荷主の輸入控えなどの要因に

よりコンテナの利用が減少したことで、コンテ

ナ利用助成金の減額が主なものでございます。 

 今後の方向性としまして、市による実施、現

行どおりとし、ＪＡＳＭ第１工場の操業開始、

第２工場の立ち上げなど、半導体関連での輸出

入に関し大きな動きも続きますことから、八代

港のさらなる利用促進に向けて、県や港湾事業

者と一体となったポートセールスを継続して取

り組んでまいりたいと思っております。 

 次に、１１０ページ下段です。 

 商店街活性化事業です。商店街が実施するソ

フト事業や空き店舗を活用した事業、新規出店

を誘致する事業等を実施することによって、商

店街の魅力を高め、集客力の向上、売上げの増

加を図るもので、令和５年度は屋台を使ったこ

いこいフェスティバルを年４回開催するなど、

新たなにぎわいづくりの事業も実施していると

ころです。 

 決算額は９４３万２０００円。主なものとい

たしましては、通行量調査業務委託２６万６０

００円、がらっぱ広場・こいこい広場指定管理

委託料３７万１０００円、八代市商店街活性化

事業補助金８７９万５０００円が主なものでご

ざいます。 

 今後の方向性としましては、市による実施、

現行どおりとしております。 

 各商店街組合のイベント支援や屋台を活用し

た新たなにぎわいづくりに一層取り組んでまい

ります。 

 次に、１１３ページ上段をお願いします。 

 未来創造塾運営事業でございます。八代の地

場企業や農業の担い手など意欲のある若手事業

者を集め、魅力ある地域産業資源や異業種の技

術を生かした地域課題を解決する新たな事業に

チャレンジするための場として、やつしろ未来

創造塾を展開し、未来のビジネスリーダーの育

成や八代の未来のにぎわいづくり創出を実現す

るため、熊本大学と連携して取り組んでいると

ころでございます。 

 決算額は９９万２０００円。内訳といたしま

しては、塾の共同主催者である熊本大学熊本創

生推進機構への委託４４万円、講師旅費２９万

４０００円、報償費１９万３０００円が主なも

ので、特定財源といたしまして、まちづくり交

流基金繰入金８８万２０００円、やつしろ未来

創造塾受講料１１万円を充てております。 

 今後の方向性としましては、市による実施、

現行どおりとしており、修了生が考えた新たな

事業の実現に向けた支援や地元高校生と修了生

の連携活動など、産学官金が一体となって新た

なチャレンジができるやつしろの創造に取り組

んでまいります。 

 次に、１１７ページの下段をお願いします。 

 キャッシュレス決済ポイント還元事業（重点

交付金）でございます。本事業は、エネルギー、

食料品等の物価高騰の影響を受けている生活者

及び事業者を支援し、地域経済の活性化や市内

の消費喚起を図るため、非接触型のキャッシュ

レス決済の利用者に対するポイント還元を行っ

たものでございます。 

 決算額は１億８５６４万５０００円、全額八

代市キャッシュレス決済ポイント還元事業業務

委託料でございます。 

 不用額の４４３５万５０００円の主な要因で

すけども、事業のポイント還元額が予算策定時

よりも過小となっており、ポイント還元分及び

それに連動する手数料等が減額となったもので

ございます。 

 今後の方向性としましては、事業の実施期間

が令和６年２月末で終了し、委託先への支払い

を年度内に終えたことから、完了としておりま

す。 

 次に、１１９ページお願いいたします。下段

です。 

 全国花火競技大会事業でございます。本事業
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は、煙火業者の技術向上と観光事業及び商工業

の振興に寄与することを目的として、昨年は１

０月の２１日土曜日に開催をいたしました。 

 決算額は４４９７万７０００円。内訳は、や

つしろ全国花火競技大会実行委員会負担金４４

００万、会計年度任用職員経費９７万７０００

円でございます。 

 特定財源といたしまして、ふるさと八代元気

づくり応援基金繰入金１０００万円、熊本県市

町村振興協会市町村交付金４４３万７０００円

を充当しております。 

 今後の方向性としましては、市による実施、

現行どおりとしております。 

 西日本を代表する花火競技大会ではあります

が、人件費、燃料費、資材費の高騰の影響を大

きく受けており、今後、継続していくためにも、

有料観覧席や協賛金など事業収入のさらなる拡

充に努めてまいります。 

 なお、今年度は先週の１９日土曜日に実施を

したところでございます。 

 次に、１２３ページ上段をお願いします。 

 観光交流事業でございます。この事業は、本

市の観光振興を図ることを目的に、熊本県観光

連盟などへの負担金支出をはじめ、観光ポータ

ルサイトの制作やふるさと情報誌やつしろの風

の制作を行うなど、メディア等を活用しながら

観光情報の発信を行うものでございます。 

 決算額は４２８６万３０００円。主な内訳と

しましては、八代市観光ポータルサイト作成業

務委託１７２４万８０００円、やつしろの風ガ

イドブック作成委託３８６万２０００円、城下

町「やつしろ」のおひな祭り事業委託１５０万

円などでございます。 

 また、中段の八代市伝統文化活性化協議会負

担金（ＰＲ看板撤去）１０７８万５０００円は、

日本製紙八代工場の南側壁面に設置しておりま

した八代妙見祭情報発信大型ＰＲ看板の撤去に

係る費用の負担金の支出でございます。 

 この八代妙見祭情報発信大型ＰＲ看板につき

ましては、平成２４年１０月の設置から約１０

年間にわたり、八代の玄関口の情報発信に大き

く寄与いただいたところでございますが、徐々

に劣化が進んでおりましたことから、八代市伝

統文化活性化協議会、日本製紙八代工場及び本

市の３者で幾度となる協議を行った後、撤去に

至ったところでございます。 

 不用額の２５９万円は、本市のイメージアッ

プを図るために八代亜紀さんを起用した八代イ

メージアップ事業でございますが、年度途中に

八代さんの体調が悪化し、その後、御逝去され

たことに伴い、業務の履行が困難となりました

ことから、契約解除による委託料の執行残が主

なものでございます。 

 今後の方向性としましては、市による実施、

現行どおりとしており、ＴＳＭＣの熊本進出や

大型クルーズ船の八代港への寄港再開などによ

りインバウンドの増加が今後も見込まれますこ

とから、計画的に観光ＰＲなどを行っていくと

ともに、関係機関と連携し、観光客のニーズを

捉えた誘客事業を引き続き実施してまいります。 

 次に、１２４ページ上段になります。 

 クルーズ船寄港に伴う観光資源強化事業です。

本事業は、クルーズ船寄港による地域経済の活

性化効果を最大化するとともに、乗船客、また、

船社の満足度向上や今後の寄港増につなげてい

くため、県、市、商工会議所、ＤＭＯやつしろ

で構成するくまモンポート八代・クルーズ活性

化協議会における取組を推進するものでござい

ます。 

 決算額は１２０１万８０００円。内訳は、ポ

ートセールス旅費１９０万９０００円、クルー

ズ船寄港促進調査検討委託業務３３０万、クル

ーズ船初寄港歓迎委託１２８万７０００円、八

代港クルーズ船受入実行委員会負担金５０５万

円で、スクラムチャレンジ事業負担金２７万円

などでございます。 
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 特定財源といたしまして、国庫支出金の訪日

外国人旅行者周遊促進事業費補助金１６５万円

を充当しております。 

 今後の方向性としましては、市による実施、

規模拡充としており、受入れ業務を最適化しつ

つ、経済波及効果の最大化の取組、地元関係者

などとの調整業務や今後の寄港増加につなげる

ためのセールス活動を実施してまいります。 

 次に、１２５ページの下段です。 

 アウトドアツーリズム推進事業（地方創生）

です。この事業は、全国的にアウトドアへの注

目が高まっている中、アウトドアファンに選ば

れ、また、初心者やファミリー層から気軽に訪

れることで関係人口の拡大や多様な交流につな

げていくことを目的に、地域資源を最大限活用

したアウトドアツーリズムを推進するものでご

ざいます。 

 決算額は４４０４万３０００円。主な内訳と

いたしましては、人材育成やレンタサイクル整

備等を行うアウトドアツーリズム推進事業業務

委託１９６０万３０００円、遥拝八の字広場デ

ジタルサイネージ及び監視カメラの設置工事３

８１万５０００円、ＪＲ新八代駅トレーラーハ

ウス・ウッドデッキ購入１２００万円、シトラ

ス観光圏推進協議会への負担金４２８万３００

０円でございます。 

 特定財源といたしまして、デジタル田園都市

国家構想交付金（地方創生推進）２１８８万２

０００円を充当しております。 

 今後の方向性としましては、市による実施、

現行どおりとしており、令和５年度、アウトド

ア拠点施設としてＪＲ新八代駅東側に整備しま

したアウトドアステーションやつしろの認知度

向上と利用促進を図っていくとともに、マイク

ロツーリズム層やインバウンドをターゲットと

した事業展開に取り組んでまいります。 

 ここで、商工費でございますけども、これま

で説明した事業以外で不用額の多かったものに

ついて、御説明させていただきます。 

 少し戻りまして、１１１ページをお願いしま

す。 

 上段の企業振興補助助成事業の不用額２７５

９万７０００円は、当初、申請企業が予定して

いた新規雇用数が見込みより少なく、雇用奨励

金の交付額が少なかったものでございます。 

 次に、１１６ページの上段です。 

 新型コロナウイルス感染症対策事業（デジタ

ルプレミアム商品券）の不用額７４４１万円は、

コロナ禍の影響による原油高騰・物価高騰に直

面する市民や事業者の支援を目的に実施いたし

たところです。延長して追加募集した利用見込

みより、実績として利用者が少なかったもので

ございます。 

 次に、１１６ページの下段、原油高騰対策輸

送事業者等緊急支援事業（重点交付金）の１４

６２万円は、物資の輸送事業者等において、原

油価格等の高騰における燃料費の負担軽減を目

的に、高騰分の一部を補助するものでございま

す。特殊車両の分類が困難であり、特殊車両を

統計上の台数に全て見込んで計上しておりまし

たが、実績として申請が少なかったものでござ

います。 

 次に、１１７ページの上段です。 

 ＬＰガス価格高騰対策支援事業（重点交付金）

の不用額９１６９万９０００円は、料金高騰を

受けている家庭、企業等の負担軽減を目的に実

施したもので、対象となる方全てを補助金の交

付対象者として見込んでおりましたが、実績と

して申請が少なかったものでございます。 

 次に、１２６ページの下段をお願いします。 

 宿泊・入浴施設等物価高騰対策支援金支給事

業（重点交付金）でございますが、２７８０万

５０００円の不用額となっております。 

 この事業につきましては、コロナ禍における

原油価格や電気、ガス等の物価高騰の影響に直

面する宿泊・入浴施設等の事業者の安定的な事
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業運営を支援する補助金として、令和４年度末

に予算化し、令和５年度に予算を繰越して執行

したものでございます。 

 補助金につきましては、市内の宿泊・入浴施

設等の事業者４８社のうち２３社から補助金の

申請があり、交付しましたことから、不用額に

ついては、その執行残というふうになります。 

○委員長（古嶋津義君） 審議の途中ですが、

しばらく休憩いたします。午後１時から再開い

たします。 

（午後０時０３分 休憩） 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

（午後１時００分 開議） 

○委員長（古嶋津義君） それでは、休憩前に

引き続き経済企業委員会を再開いたします。 

○経済文化交流部次長（緒方 浩君） 経済文

化交流部、緒方でございます。午前中に引き続

き、よろしくお願いいたします。 

 着座にて御説明させていただきます。 

 予算の流用について御説明をさせていただき

ます。 

 歳入歳出決算書の１６３ページをお開きくだ

さい。 

 目３・観光費となりますけども、備考欄の上

段から９段目といいますか、１４節より１７節

へ流用というところがございます。１４節・工

事請負費から１７節の備品購入費への流用１１

９８万４０００円です。これは、アウトドアツ

ーリズム推進事業におけるＪＲ新八代駅東口に

設置しましたアウトドアステーションやつしろ

のトレーラーハウスの整備に際し、当初、工事

請負費で計上しておりましたところ、トレーラ

ーハウスの設置に関しましては、既製品で設置

するものであり、建築基準法に基づく建築確認

が不要であるということが判明しましたことか

ら、備品の取扱いとして備品購入費に予算の流

用を行ったものでございます。 

 また、東陽交流センターせせらぎのレストラ

ンに市が整備しております厨房機器であるブラ

ストチラーが故障し、修繕が不可能な状態とな

りましたことから、新品購入に伴い、予算の流

用を行ったところでございます。 

 次に、教育費に移りたいと思います。 

 教育費のうち、当部所管分について御説明を

させていただきます。 

 資料は、先ほどに戻りまして、主要施策に関

する調書（その１）をお願いします。１６０ペ

ージになります。 

 １６０ページ下段、民俗伝統芸能伝承館管理

運営事業です。お祭でんでん館施設の運営と維

持管理を行うものでございます。また、民俗文

化財の将来にわたる着実な保存継承を図るた

め、各保存団体の活動を支援するとともに、施

設において八代妙見祭の笠鉾の展示、神楽や棒

踊りなどの民俗芸能の公開による情報発信な

ど、各地域の伝統文化財を活用し、本市の活性

化を図るための事業に取り組んでいるもので

す。 

 決算額は６０３４万８０００円。その内訳と

いたしまして、現年分の２５６９万８０００円

は、光熱水費４１４万６０００円、施設管理に

必要な警備、受付、清掃、機器保守点検等の委

託料１７８１万７０００円が主なもので、繰越

分の３４６５万円は、お祭り体感シアターで放

映する八代妙見祭の映像制作について、令和４

年度の八代妙見祭当日が雨天で撮影できなかっ

たため、令和５年度に改めて実施をしたもので

ございます。 

 特定財源といたしまして、伝承館使用料２０

７万８０００円と自動販売機設置料９万１００

０円を充当しております。 

 今後の方向性としましては、市による実施、

現行どおりとしており、令和６年４月から新し

くなったお祭り体感シアターの映像や７月から

の入館料無料化に合わせて、さらなる施設の周

知を図りながら、より多くの方々に来館いただ
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けるよう取組を進めてまいります。 

 次に、１６８ページをお願いします。 

 下段の大規模スポーツ大会誘致事業です。官

民一体となってスポーツを生かしたまちづくり

を行う八代市スポーツコミッションを組織し、

スポーツ大会や合宿等の積極的な誘致・開催を

通じて本市にぎわいをもたらすとともに、スポ

ーツの振興、交流人口の拡大に取り組んでおり

ます。 

 決算額は５９９万円で、内訳としましては、

八代スポーツコミッション負担金２６０万９０

００円、八代市合宿応援補助金７０万６０００

円、八代市大会等運営補助金２６７万５０００

円でございます。 

 特定財源といたしまして、八代市スポーツ振

興基金繰入金１００万円、ネーミングライツ１

００万円を充当しております。 

 今後の方向性は、市による実施、現行どおり

としております。 

 引き続き、スポーツ大会・合宿誘致を行うと

ともに、スポーツを通じた交流人口の拡大を図

り、にぎわいの創出やスポーツを生かしたまち

づくりを進めてまいります。 

 次に、１６９ページの上段です。 

 東京２０２０オリンピック・パラリンピック

ホストタウン推進事業でございます。 

 本市は、台湾バトミントン協会とスポーツ分

野における友好交流覚書に基づき、国際色豊か

な若者の育成と競技力の向上のために、本市と

台湾のジュニアバトミントン選手の交流を行っ

ております。 

 決算額は５９７万７０００円、全額八代市東

京２０２０オリンピック・パラリンピックホス

トタウン推進実行委員会への負担金でございま

す。 

 今後の方向性としましては、市による実施、

現行どおりとしており、ホストタウンの相手国

台湾とバトミントンを通じたジュニア交流を継

続的に行うことで、スポーツの振興及び地域経

済の活性化を図ってまいります。 

 次に、１７０ページ下段をお願いします。 

 西日本インカレソフトボール選手権大会開催

事業についてです。 

 この事業は、大学ソフトボール西日本一を決

定する西日本大学男子ソフトボール選手権大会

の実施でございます。関係機関と連携し、誘致

活動を行った結果、昨年初めて本市で開催さ

れ、令和８年度まで４年連続で本市で開催され

る予定となっております。 

 決算額は３９２万７０００円で、全額西日本

大学ソフトボール選手権大会八代市実行委員会

への負担金です。 

 今後の方向性としましては、市による実施、

現行どおりとしております。 

 現在、６００人の参加があっており、令和５

年度の延べ宿泊者数は１３５０人で、大会を開

催することにより、大きな経済効果が見込める

ものでございます。 

 開催地として、大会成功に向け受入れ準備を

しっかりと行い、本大会を継続的に開催してい

ただくことで多くの参加者を呼び込み、交流人

口の拡大と地域活性化を図ることとしておりま

す。 

 続きまして、予算の流用について主なものを

御説明させていただきます。 

 先ほどの歳入歳出決算書の１８９ページをお

願いします。 

 １８９ページ、社会教育費の目３・文化施設

費になりますけども、備考欄の下のほうです。

１０節・需用費から目６・文化財保護費の１２

節・委託料への流用８３万円、１２節・委託料

から同じく１２節の９７万７０００円、その下

になります１４節・工事請負費から同じく１２

節１３０万円とありますけども、これは球磨川

はね発掘調査受託事業において、新たな遺跡が

見つかり、追加調査が必要となったことによる
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ものでございます。 

 以上で、説明を終わらせていただきたいと思

います。御審議方よろしくお願いします。 

○委員長（古嶋津義君） それでは、以上の部

分について質疑を行います。質疑ありません

か。 

○委員（谷口 徹君） 調書（その１）の１２

５ページの上段になります。八代インバウンド

プロモーションプロジェクト事業。この中に、

ＤＭＯやつしろの補助金がありますけども、こ

ちらの内訳を教えていただきたいと思います。 

○観光振興課長（甲斐春一君） 観光振興課の

甲斐でございます。よろしくお願いいたしま

す。 

 委員御質問のＤＭＯやつしろの補助金の内訳

でございますが、まず、通常分としまして、Ｄ

ＭＯの人材育成のための職員６名分及び事務局

長の人件費を補助しているのが２８００万円。

そして、新型コロナのほうで長引いておりまし

て、観光需要が低迷しておりまして、経営が悪

化しているＤＭＯやつしろのほうが経営します

くまナンステーションの令和６年度の経営に係

る収支の差額の損失額の補助としまして２３０

万円。そして、ＤＭＯやつしろのほうへ本市の

ほうから出向１名、職員が出向しております

が、それに係る共済費、勤勉手当等としまして

１０９万７０００円のほうでございます。 

 以上、お答えいたします。 

○委員（谷口 徹君） ありがとうございまし

た。 

 今後の方向性が市による実施、現行どおりと

なってますけども、令和６年度はこの事業がな

くなってますが、そこの部分の御説明もお願い

します。 

○観光振興課長（甲斐春一君） 御質問の八代

インバウンドプロモーション事業の廃止に伴う

理由ですけれども、このインバウンドプロモー

ション事業でございますが、平成２８年頃から

海外誘客、海外の観光客誘客のためのプロモー

ション事業に取り組むために、国の地方創生交

付金のほう活用しておりました。この交付金事

業をですね、適正に執行管理を行う必要があっ

たことから、インバウンドプロモーション事業

の予算事業を作成したところでございます。 

 これにつきましてはですね、その後も継続し

て事業を進めておりましたけれども、別の予算

事業としまして、観光交流事業がございます。

そちらにおいてですね、インバウンドを含めた

観光プロモーションに取り組んでいきますこと

からですね、同じような取組がございますの

で、それを分かりやすく観光交流事業に整理統

合のほうをさせていただいたところでございま

す。 

 ですので、現行どおり実施としておりますの

は、同じような取組を今後も引き続き行ってい

くというところで、そんな表記にさせていただ

いております（委員谷口徹君「ありがとうござ

いました」と呼ぶ） 

○委員長（古嶋津義君） ほかにありません

か。 

○委員（中山諭扶哉君） １０７ページ、サテ

ライトオフィス管理運営事業なんですけど、以

前、企業の誘致されておられたと思いますけ

ど、離れられていると思うんですけど、その状

況を教えていただきたいと思います。 

○商工政策課長（西村新吾君） 皆様、こんに

ちは。（｢こんにちは」と呼ぶ者あり）商工政

策課の西村でございます。よろしくお願いいた

します。 

 サテライトオフィスの誘致に係ります状況で

ございますが、まず、サテライトオフィスにつ

きましては、以前、民間の企業様が入っていら

っしゃったというところですけれども、コロナ

禍等の影響で、一応、退去されたというところ

で、その後はもう市のほうで貸付けという形で

ですね、今、運用している状況でございまし
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た。 

 内容といたしましては、各施設等があります

けれども、主に体育館等でドローンの教習あた

りのスポット利用が行われておりました。 

 先ほど、次長の緒方のほうからもお話もあり

ましたが、本年の８月に本社を埼玉に置かれま

す会社のほうの入居というのが決まりまして、

１２月から入居を予定しているというところ

で、今後、管理の運営を進めていければなと考

えているところでございます。 

 以上でございます。 

○委員（中山諭扶哉君） 出られた状況は分か

りました。今回、また整備のほうを少しされた

ということで、十分な体制が整ったということ

で確認してよろしいですか。 

○商工政策課長（西村新吾君） 今後の対応で

ございますが、今回入居される企業様が、事業

展開としまして、ウェブ・動画撮影等もされま

すので、今年度におきまして、Ｗｉ－Ｆｉ等の

設備を充実させまして、施設の運営管理を充実

したものにしていきたいと考えております。 

 以上でございます。（委員中山諭扶哉君「は

い、ありがとうございました」と呼ぶ） 

○委員長（古嶋津義君） ほかにありません

か。 

○委員（谷口 徹君） １６９ページのです

ね、下段ですけれども、大相撲八代場所開催事

業の旅費ですね。地方巡業視察、これ、いつ、

どこへ、どなたたちが行かれたのかをお聞きし

たいと思います。 

○理事兼スポーツ振興課長（本村秀記君） ス

ポーツ振興課、本村でございます。よろしくお

願いします。 

 当該年度のですね、８月に、うちの職員２名

行っております。 

 名前はようございますか。（委員谷口徹君

「はい、大丈夫です」と呼ぶ）以上でございま

す。 

○委員長（古嶋津義君） 行った場所。 

○理事兼スポーツ振興課長（本村秀記君） す

みません。場所は、東京の立川市でございまし

た。立川場所を視察したところでございます。 

 以上でございます。 

○委員（谷口 徹君） 立川市を選定された理

由がありましたらお願いします。 

○理事兼スポーツ振興課長（本村秀記君） 当

該年度でですね、我々がしたのが１２月だった

んですけども、その前に行けた……。まあ、事

業がですね、春、夏、秋と決められているんで

すけど、そのスパンでですね。そこに行けたの

が立川だったというところでございます。 

 ほかに、そこの夏巡業がですね、東京周辺で

行われましたので、どうしてもその前に行く期

間というのが東京周辺になってしまって、それ

がたまたま立川になったというところでござい

ます。 

 以上でございます。 

○委員長（古嶋津義君） いいですか。 

○委員（谷口 徹君） たった１回で、２名の

方が東京に行かれて３３万９０００円というの

は、ちょっと額が多いような気がするんですけ

ども、行かれたんは１回だけでよろしかったん

ですね。 

○理事兼スポーツ振興課長（本村秀記君） は

い。回数は１回でございます。立川巡業にも行

ったんですけども、その前後にですね、スポル

テック東京というのがございまして、これはス

ポーツコミッションのブースを出展していたん

ですけども、そのですね、業務にも携わってい

ただいたことからですね、ちょっと泊数が伸び

ましてですね、その金額になったというところ

でございます。２名でございます。（委員谷口

徹君「２泊」と呼ぶ）２泊です。はい、そうで

す。 

 以上でございます。（委員谷口徹君「分かり

ました」と呼ぶ） 
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○委員長（古嶋津義君） ほかに。 

○委員（中山諭扶哉君） すみません、関連し

て。八代場所開催の収支が分かれば教えてくだ

さい。最終的な。 

○理事兼スポーツ振興課長（本村秀記君） 先

ほど、緒方次長から説明いただきましたよう

に、令和３年の４月にですね、官民一体で組織

するスポーツコミッションを立ち上げておりま

す。これは、国際大会だったりとか、大きなス

ポーツイベントとかを、その誘致をですね、行

うための組織でございますけども、その中で大

相撲を呼んだらどうかという意見がございまし

て、大相撲のほうを誘致したというところでご

ざいます。 

 これにつきましては、３００名分のチケット

を頂きまして、坂本の地区の人たちだったりと

か、子供たちだったりとかを御招待したところ

でございます。 

 以上でございます。 

○委員（中山諭扶哉君） 質問は収支を教えて

くださいということだったので、趣旨じゃない

です、すいません。収支です。私の言い方が悪

かったようです。（笑声） 

○理事兼スポーツ振興課長（本村秀記君） す

みません。趣旨と聞こえましたので、大変申し

訳ありません。（委員中山諭扶哉君「私が悪か

ったですね」と呼ぶ）収支でございますけど

も、先ほど谷口委員が言われましたとおり、旅

費が３４万円ほど、そして消耗品が２１万円、

そして役務費ですね、のぼり旗とか、その作成

が１４０万円、それと委託料が１５０万円。

（｢収支」「収支」「収入」「大会の」「入場

料とその巡業自体の」と呼ぶ者あり）ああ、す

みません。 

 この大相撲につきましては、その大相撲巡業

される方がいらっしゃるんですけども、そこを

誘致したというようなところでございます。八

代市のほうは、もう赤字が出ても黒字が出ても

一切関与しないというようなところで、要は八

代市で開催していただくための側面的支援の予

算措置を計上したというようなところでござい

ます。 

 以上でございます。 

○委員長（古嶋津義君） よろしゅうございま

すか。 

○委員（中山諭扶哉君） 市の予算を使ってい

るのに、その収支に関しては何も関与しないと

いうことは、それでいいんでしょうかね。問題

ないということで理解してよろしいですか。 

○理事兼スポーツ振興課長（本村秀記君） 以

前ですね、平成２７年にですね、１０周年記念

で大相撲巡業を開催したんですけども、もうそ

のときもですね、このようなスタイルでさせて

いただいて、いわゆる、もう収支だったり、と

ころには関与せずに、大会を八代市で開いてい

ただくために協議して、その分の予算措置をし

たというようなところでございます。 

 以上でございます。 

○委員（中山諭扶哉君） ちょっと納得が少し

いかないんですけど、経済効果とかそこら辺、

恐らく必要だと思うんですけど、そこら辺は計

算されてないということですかね。経済効果。

ここを誘致するのに、これだけの経済効果があ

るから誘致するんですよというようなことは全

然考えられないということですよね。 

○理事兼スポーツ振興課長（本村秀記君） 経

済効果もですね、全く考えてないということで

はございませんけども、基本的に日本の伝統文

化である大相撲をですね、子供から大人まで楽

しんでいただこうというところで、当日はです

ね、３０００人の御来場がいただいてですね、

非常に楽しかったとかですね、また見たいとい

うお声もスポーツ振興課には届いたところでご

ざいます。 

 以上でございます。 

○委員長（古嶋津義君） よろしいですか。 
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○委員（中山諭扶哉君） いいです。 

○委員長（古嶋津義君） ほかにありません

か。 

○委員（木村博幸君） それでは、成果に関す

る調書の１０８ページ上段、八代港のポートセ

ールス事業についてです。 

 冒頭ですね、野々口部長から総括の中で、令

和４年度に２万３０００ＴＥＵ、結構物流的に

はですね、多いのが続いているというようなこ

とを御報告いただきましたが、事業の不用額が

ちょっと１億円を超えるぐらい多いということ

で、取扱い量が多いのであればですね、不用額

は減るのかなと思いきや、令和５年度について

は少し陰りがあったのか。その辺についてちょ

っと詳しくお聞きしたいと思います。 

○港湾・クルーズ振興課長（髙田剛志君） こ

んにちは。港湾・クルーズ振興課、髙田でござ

います。 

 委員お尋ねの不用額について、非常に１億円

以上の不用額があった。説明がありましたよう

に、中国、韓国の不況、また、円安の関係があ

って、非常に輸入の量が少なくなったというの

が現状でございました。 

 昨年度につきましては、そういう事業者につ

きまして、非常に八代港の地理的なところを積

極的に誘致しながら、より多くの集荷促進を図

ったところでございましたが、今後ですね、Ｊ

ＡＳＭの第１工場の稼働だったり、第２工場も

間もなく計画もされているところでございま

す。引き続きですね、輸入、輸出含めた集荷活

動をやりながらですね、より多くのコンテナが

八代港から出るように、ポートセールスを行っ

ていきたいというふうに考えております。 

 以上でございます。 

○委員長（古嶋津義君） よろしいですか。 

○委員（木村博幸君） はい。 

○委員長（古嶋津義君） ほかにありません

か。 

○委員（金子昌平君） すみません。商店街活

性化事業について、ちょっとお伺いさせていた

だきます。１１０ページになります。 

 令和５年度の空き店舗数、それに対する出店

数とこの予算の内訳ですが、これ、空き店舗対

策、対策ちゅうか、活用事業というのにどのぐ

らい予算を計上してあるのかというのをちょっ

と教えていただければなと思います。 

○商工政策課長（西村新吾君） 失礼します。

空き店舗に係る御質問でございますが、現在の

空き店舗でございますが、令和６年度当初の調

査によりますと、現在、通町、本町１丁目、本

町２丁目、本町３丁目を合わせまして、現在３

２店舗の空き店舗がございます。 

 この空き店舗に係ります、その補助というと

ころでございますけども、こちらの調書にも述

べておりますけれども、実際、うちのほうで空

き店舗等活用事業といいますのが、まずは魅力

ある商店街づくりを促進するというところで、

まずはその商店街の振興会が振興に寄与する目

的として、コミュニティー機能を強化するため

の事業でありましたりとか、短期イベント等を

誘致するための事業に係るチャレンジショップ

の応援事業というところでうたっております。 

 予算の規模につきましては、この商店街活性

化事業の中の大きな枠の中で見ておりますの

で、個別にこの金額に対してどの金額幾らとい

うような計上はしていない状況でございます。 

 なお、今申し上げました目的等もございます

ので、なかなかこういった活用して空き店舗を

使われるというのが今のところ事例が出てきて

ないというふうな状況でございます。 

 以上でございます。 

○委員（金子昌平君） ありがとうございまし

た。 

 今後の方向性の理由というところで、今後は

アーケードの修繕などハード面に対する補助だ

とかですね、鏡や日奈久エリアなどにも拡大を
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していくということなんですけれども、この思

い等に対して、この予算的には市による実施と

いうか、現行どおりというふうにちょっと差

が、差がといいますか、今後の展望に比べる

と、この予算規模拡充のほうに行かれてもいい

のかなというふうに思うんですけれども、これ

は何か計画を立てた後に予算を、予算ちゅうか

規模拡充にしたいという思いがあるのかどう

か、その点をちょっと。 

○商工政策課長（西村新吾君） 今後の商店街

の活性化の事業につきましてですけれども、ま

ず、今の現在の中心市街地を中心としました商

店街の活性化というところで、補助金等々を計

上して事業を展開しているところでございま

す。 

 今委員おっしゃったとおり、商店街から離れ

た商店街の地域も徐々に活性化して、いろいろ

創業も出てきている部分もございますので、今

後、まずはそういった計画のところを定めたと

ころで予算の計上をしていきたいと考えており

ますので、現段階では現状維持というところで

させていただいて、今後、この商店街の発展と

いう部分も全市的なところで見て計画を立てて

いければなと考えているところでございます。 

 以上でございます。（委員金子昌平君「あり

がとうございます」と呼ぶ） 

○委員長（古嶋津義君） ほかにありません

か。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（古嶋津義君） なければ、以上で質

疑を終了します。 

 意見がありましたらお願いします。意見はあ

りませんか。 

○委員（谷口 徹君） 令和５年度において

は、全国シニアソフトボール古希大会とか西日

本インカレソフトボール選手権、あとバドミン

トン日本代表合宿などの誘致をされておられま

す。それぞれ、古希のソフトボールは１８００

人、西日本インカレソフトボールは１３５０人

の宿泊者があったということで、ぜひこういっ

た大会はですね、積極的に誘致していただきた

いのが一つと、それと日奈久に「シー・湯・

遊」がありますけども、あそこのですね、広場

も非常に魅力的なところであります。ただ、競

技するにはちょっと設備が足りてないのかな

と。日奈久温泉の入浴等々絡めてから何かイベ

ントができないかなと。日奈久は親孝行の湯と

言われていますので、シニア世代の大会を誘致

して、セットでですね、大会をつくられるのも

いいのかなと思いますので、ぜひそういった工

夫、検討、企画のほうをお願いしたいと思いま

す。 

 以上です。 

○委員長（古嶋津義君） ほかにありません

か。 

○委員（中山諭扶哉君） 今、金子委員からお

話あった部分なんですけど、日奈久のほうでも

恐らく最近ちょっと使われた部分があるかなと

いうふうに思いますけど、ちょっとアナウンス

がですね、ちょっと薄い部分があるかというふ

うに思いますので、担当される振興会等です

ね、もうちょっとこう、アナウンスできやすい

ように、パンフレットとかそんなのがちょっと

少しあればなというふうに思いましたので、予

算が許す限りで、コピー機でも構わないとも思

いますので、そこら辺、よろしくお願いしま

す。 

○委員長（古嶋津義君） ほかに意見はありま

せんか。 

○委員（木村博幸君） 先ほどの八代港のポー

トセールス事業についての意見ですけど、需要

がですね、少し陰りがあったのかなと思ってい

たところ、やっぱり中国のというお話ではあり

ましたが、実はですね、令和６年度、今年度に

ついては、さらに減るのじゃないかなと非常に

心配しております。平成３年、４年ぐらいをピ
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ークにすると、２万３０００ＴＥＵという部長

のお話のＴＥＵからすると、もう２万ＴＥＵを

切るんじゃなかろうかなと。令和６年度に、

今、下期になりましたけど、上期の生値という

かラウチでいくと、２万ＴＥＵ切りそうな勢い

というふうな声も聞こえてきています。 

 それですから、やっぱり外的要因に負けな

い、やっぱり八代港のメリット、この辺をです

ね、やっぱりポートセールスが一生懸命やられ

ています。そこをですね、やっぱさらに強化し

ていって、やっぱりその便数を増やす、船会社

はですね、燃料高騰で便数を減らしたというと

ころであったと思いますが、便数をやっぱり増

やすことについてですね、うちのメリットをも

う一遍ですね、加えて、来るＴＳＭＣの工場の

依頼が来るのを待ちながらですね、準備をして

おきたいなと思いますので、ぜひよろしくお願

いいたします。 

○委員長（古嶋津義君） ほかにありません

か。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（古嶋津義君） なければ、これより

採決いたします。 

 議案第１２１号・令和５年度八代市一般会計

歳入歳出決算中、当委員会関係分については、

これを認定するに賛成の方の挙手を求めます。 

（賛成者 挙手） 

○委員長（古嶋津義君） 挙手全員と認め、本

決算は認定することに決しました。 

 執行部入替えのため、小会いたします。 

（午後１時３４分 小会） 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

（午後１時３６分 本会） 

◎議案第１２９号・令和５年度八代市久連子財

産区特別会計歳入歳出決算 

○委員長（古嶋津義君） 本会に戻します。 

 次に、議案１２９号・令和５年度八代市久連

子財産区特別会計歳入歳出決算について、説明

を願います。 

○農林水産部長（豊田浩史君） 皆さん、こん

にちは。（｢こんにちは」と呼ぶ者あり）農林

水産部、豊田でございます。どうぞよろしくお

願いします。 

 それでは、議案第１２９号・令和５年度八代

市久連子財産区特別会計並びに議案第１３０

号・令和５年度八代市椎原財産区特別会計の歳

入歳出決算につきまして、総括をさせていただ

きます。 

 着座にて失礼いたします。 

○委員長（古嶋津義君） どうぞ。 

○農林水産部長（豊田浩史君） 初めに、久連

子財産区の概要でございますが、昭和２９年１

０月、旧久連子村が旧泉村に合併の際、村有林

の管理を目的として、地方自治法の規定に基づ

き財産区が設置されました。久連子地区の山林

約１８４ヘクタールを保有し、基金をもってそ

の管理運営を行っております。 

 山林の内訳は、クヌギなどの広葉樹約１１４

ヘクタールと、杉、ヒノキなどの針葉樹約７０

ヘクタールでございます。その針葉樹のうち約

３０ヘクタールが財産区有林で、残りの４０ヘ

クタールが国との分収契約による山林となって

おります。 

 現在、一部に伐期が到来している箇所はあり

ますものの、大半が保育期間であるため、今後

も適正な管理運営を行ってまいります。 

 次に、椎原財産区の概要でございますが、久

連子財産区と同様に、昭和２９年１０月、旧椎

原村が旧泉村に合併の際、村有林の管理を目的

として設置されております。椎原地区の山林約

８９ヘクタールを保有し、基金をもってその管

理運営を行っているところでございます。 

 山林の内訳は、クヌギなどの広葉樹約４ヘク

タール、杉、ヒノキなどの針葉樹約８５ヘクタ

ールです。その針葉樹のうち、約４４ヘクター

ルが財産区有林で、残りの約４１ヘクタールが
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国及び熊本県林業公社との分収契約による山林

となっております。 

 今後も引き続き適正な管理運営を行ってまい

ります。 

 以上で、八代市久連子財産区及び八代市椎原

財産区の総括とさせていただきます。 

 詳細につきましては、前田水産林務課長より

説明しますので、御審議のほどよろしくお願い

いたします。 

○水産林務課長（前田浩信君） 皆様、こんに

ちは。（｢こんにちは」と呼ぶ者あり）水産林

務課の前田でございます。よろしくお願いいた

します。 

 それでは、議案第１２９号・令和５年度八代

市久連子財産区特別会計歳入歳出決算につきま

して、令和５年度における主要な施策の成果に

関する調書（その２）及び財産に関する調書を

用いまして御説明をさせていただきます。 

 着座での説明でよろしいでしょうか。 

○委員長（古嶋津義君） どうぞ。 

○水産林務課長（前田浩信君） 失礼します。 

 資料は、令和５年度における主要な施策の成

果に関する調書（その２）の２０６、２０７ペ

ージをお願いいたします。 

 ２０７ページ、事務事業名、久連子財産区一

般管理事業でございますが、内容の説明に入り

ます前に、主要な施策の概要欄１行目で誤りが

ございました。財産区管理会開催時委員報酬の

括弧書きで、延べ人数が４人とありますが、８

人の間違いでございましたので、修正をお願い

いたします。誠に申し訳ございませんでした。 

 それでは、内容の説明をさせていただきま

す。 

 本事業は、久連子財産区の所有林と基金の管

理及び運用を行うもので、決算額８万円のう

ち、主要な支出は久連子財産区管理会の開催に

係る委員報酬の４万７０００円、需要費とし

て、地区内にあります防犯灯１４基分の電気代

２万５０００円と積立金としまして、基金の預

金利子８０００円を積み立てたものでございま

す。 

 また、今後の方向性は、久連子財産区管理会

委員の高齢化が進んでいるため、運営・管理に

ついて今後検討する必要があるとしており、財

産区管理会の中で今後の方向性について協議し

てまいりたいと考えております。 

 次に、下段の一般会計繰出金事業でございま

すが、内容は一般会計において支出する久連子

地区水道施設整備事業補助金の財源として、久

連子財産区基金より久連子財産区特別会計に２

００万円繰入れ、その額を一般会計に繰り出し

たものです。 

 なお、一般会計で支出しました補助金の内容

につきましては、久連子地区における５戸分の

水道施設を整備するための材料費等に対して２

００万円の補助を実施しております。 

 次に、別資料で、財産に関する調書９ページ

をお願いいたします。 

 下段の２、基金の欄の右側に記載のとおり、

基金の決算年度末現在高が４７６万１０００円

となっておりますが、備考欄のとおり、出納整

理期間中に８０００円の債権と２０７万２００

０円の債務の処理を行っており、現在の基金残

高は２６９万７０００円となっております。 

 以上が令和５年度久連子財産区特別会計歳入

歳出決算の説明でございます。御審査方よろし

くお願いいたします。 

○委員長（古嶋津義君） それでは、以上の部

分について質疑を行います。質疑はありません

か。 

○委員（中山諭扶哉君） 伐期を迎える保有林

なんですけど、大体いつ頃までにそれって処理

しなきゃいけないかというような見通しとかあ

るんでしょうか。 

○泉支所産業建設課長（村上誠基君） 皆様、

こんにちは。（｢こんにちは」と呼ぶ者あり）
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泉支所産業建設課、村上でございます。お世話

になります。 

 伐期を迎えるに当たりまして、樹齢がです

ね、大体５０年から６０年を迎えたものになり

ます。 

 以上でございます。 

○委員（中山諭扶哉君） 伐期を迎えるという

のは分かるんですけど、迎えた木を恐らく切ら

なきゃいけないと思うんですけど、それはあと

どのくらいぐらいで切るというような計画とか

ありますかということなんですけど。 

○水産林務課長（前田浩信君） 伐期を迎えた

木があとどれくらいあるかでございますけれど

も、現在、先ほど説明にありましたとおり、久

連子財産区のほうで森林管理署のほうに分収林

委託しているものでございます。そちらにつき

ましては、今現在、森林管理署のほうと協議を

行っている途中でございます。 

 それからあと、そのほかにつきましては、な

かなか久連子地区の伐期を迎えている木という

のが、防災上ちょっと難しいところがございま

すので、そちらにつきましてもですね、今後、

財産区のほうと協議を行ってまいりたいという

ふうに考えております。 

 以上です。 

○委員長（古嶋津義君） いいですか。 

○委員（中山諭扶哉君） はい。 

○委員長（古嶋津義君） ほかにありません

か。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（古嶋津義君） なければ、以上で質

疑を終了します。 

 意見がありましたらお願いします。意見あり

ませんか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（古嶋津義君） なければ、これより

採決いたします。 

 議案第１２９号・令和５年度八代市久連子財

産区特別会計歳入歳出決算については、これを

認定するに賛成の方の挙手を求めます。 

（賛成者 挙手） 

○委員長（古嶋津義君） 挙手全員と認め、本

決算は認定することに決しました。 

                              

◎議案第１３０号・令和５年度八代市椎原財産

区特別会計歳入歳出決算 

○委員長（古嶋津義君） 次に、議案第１３０

号・令和５年度八代市椎原財産区特別会計歳入

歳出決算について、説明を願います。 

○水産林務課長（前田浩信君） それでは、引

き続き、議案第１３０号・令和５年度八代市椎

原財産区特別会計歳入歳出決算につきまして、

令和５年度における主要な施策の成果に関する

調書（その２）及び財産に関する調書を用いま

して御説明させていただきます。 

 着座での説明でよろしいでしょうか。 

○委員長（古嶋津義君） どうぞ。 

○水産林務課長（前田浩信君） 資料は、令和

５年度における主要な施策に関する調書（その

２）の２０８、２０９ページをお願いいたしま

す。 

 ２０９ページ、事務事業名、椎原財産区一般

管理事業でございますが、内容の説明に入りま

す前に、こちらにつきましても、久連子財産区

同様、主要な施策の概要欄１行目で誤りがござ

いました。 

 財産区管理会開催時委員報酬の括弧書きで、

延べ人数が６人とありますが、１１人の間違い

でございましたので、修正をお願いいたしま

す。誠に申し訳ございませんでした。 

 それでは、内容の説明をさせていただきま

す。 

 本事業は、椎原財産区の所有林と基金の管理

及び運用を行うもので、決算額１０万２０００

円のうち、主な支出は椎原財産区管理会の開催

に係る委員報酬の６万５０００円、需用費とし
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て、地区内にあります防犯灯１７基分の電気代

３万１０００円と積立金としまして、基金の預

金利子６０００円を積み立てたものでございま

す。 

 次に、今後の方向性は、椎原財産区管理会の

高齢化が進んでいるため、運営・管理について

今後検討する必要があるとしており、財産区管

理会の中で今後の方向性について協議してまい

りたいと考えております。 

 また、別資料、財産に関する調書１０ページ

をお願いいたします。 

 下段の２、基金の欄の右側に記載のとおり、

基金の決済年度末現在高が３５５万４０００円

となっておりますが、備考欄のとおり、出納整

理期間中に６０００円の債権と９万６０００円

の債務の処理を行っており、現在の基金残高は

３４６万４０００円となっております。 

 以上が令和５年度椎原財産区特別会計歳入歳

出決算の説明でございます。御審査方よろしく

お願いいたします。 

○委員長（古嶋津義君） それでは、以上の部

分について質疑を行います。 

 質疑ありませんか。ありませんか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（古嶋津義君） なければ、以上で質

疑を終了します。 

 意見がありましたらお願いします。意見はあ

りませんか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（古嶋津義君） なければ、これより

採決いたします。 

 議案第１３０号・令和５年度八代市椎原財産

区特別会計歳入歳出決算については、これを認

定するに賛成の方の挙手を求めます。 

（賛成者 挙手） 

○委員長（古嶋津義君） 挙手全員と認め、本

決算は認定することに決しました。 

 執行部は御退出ください。 

（執行部 退室） 

○委員長（古嶋津義君） 以上で付託されまし

た案件の審査は全部終了いたしました。 

 お諮りいたします。 

 委員会報告書及び委員長報告の作成について

は、委員長に御一任願いたいと思いますが、こ

れに御異議ありませんか。 

（｢異議なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（古嶋津義君） 御異議なしと認め、

そのように決しました。 

 以上で本日の委員会の日程は全部終了しまし

た。 

 これをもって経済企業委員会を散会いたしま

す。 

（午後１時５０分 閉会） 

 

八代市議会委員会条例第３０条第１項の規定に

より署名する。 

    令和６年１０月２４日 

経済企業委員会 

委 員 長 
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